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◀�ふるさとの未来を担
う子どもたちのため
に「子ども第一主義」
の施策を充実させる
とともに、「子ども
にツケを回さない！」
との強い信念で健全
な財政運営に当たる
上田市長。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど

わ
が
国
の
自
治
体
財
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
今
後
も
厳
し
さ
を
増
す

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
本
市
で

は
上
田
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、「
子
ど
も
第
一
主
義
」

や
「
健
康
寿
命
延
伸
都
市
」
な
ど

の
方
針
に
基
づ
き
様
々
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
転
入
者

の
増
加
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
持
続
可
能
な
自
治

体
経
営
を
続
け
て
い
く
た
め
に
将

来
を
見
据
え
、「
選
択
と
集
中
」

の
方
針
に
よ
り
、
無
駄
を
省
い
た

市
政
運
営
を
続
け
て
い
る
結
果
、

財
政
を
取
り
巻
く
様
々
な
指
標
や

数
値
が
改
善
し
ま
し
た
。

　
こ
の
特
集
で
は
、
県
内
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
に
ま
で
改
善
さ
れ
た
本
市

■
財
政
力
指
数

　
財
政
力
指
数
は
、
自
治
体
の
財

政
力
を
示
す
数
値
で
、
数
値
が
１

に
近
く
な
る
ほ
ど
、
財
源
に
余
裕

が
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
力
指
数
は
、
平
成

19
年
度
の
０
・
68
か
ら
平
成
29
年

度
の
０・74
へ
と
高
ま
っ
て
お
り
、

県
内
10
市
の
中
で
３
位
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

■
実
質
公
債
費
比
率

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
一
般
会

計
な
ど
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金

等
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比

率
で
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
や
公
営
企
業
会
計
に
対
す
る
繰

出
金
の
う
ち
、
元
利
償
還
金
相
当

分
な
ど
も
要
素
に
加
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
数
値
が
低
い
ほ
ど
、公
債
費（
い

■
将
来
負
担
比
率

　
地
方
債
残
高
を
は
じ
め
一
般
会

計
な
ど
が
将
来
負
担
す
る
実
質
的

な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
（
一
般
財

源
の
標
準
的
な
大
き
さ
）
に
対
す
る

比
率
で
す
。
数
値
が
低
い
ほ
ど
一
般

財
源
な
ど
で
将
来
負
担
す
る
額
を

低
く
抑
え
ら
れ
、
安
定
的
な
財
政

運
営
を
行
え
ま
す
。
平
成
19
年
度

か
ら
県
内
10
市
の
中
で
２
番
目
の

低
さ
を
保
っ
て
い
ま
す
。

財政滑川市の実力

の
財
政
力
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
を

示
し
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

わ
ゆ
る
借
金
）
に
充
て
る
資
金
が

減
少
し
、
資
金
の
自
由
度
が
増
す

こ
と
と
な
り
ま
す
。
本
市
で
は
、

平
成
19
年
度
の
23
・
１
％
か
ら
平

成
28
年
度
の
９
・
９
％
へ
大
幅
に

改
善
し
、
県
内
10
市
の
中
で
２
位

に
位
置
し
て
い
ま
す
。

持続可能な
自治体経営へ

■
各
種
基
金
残
高

　
平
成
28
年
度
末
に
お
い
て
、
財

政
調
整
基
金
（
年
度
間
の
財
源
の

不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め
の
積
立

金
）、
減
債
基
金
（
地
方
債
の
償

還
資
金
等
と
す
る
積
立
金
）
に
加

え
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
や
文

化
会
館
建
設
基
金
な
ど
を
合
わ
せ

る
と
、
一
般
会
計
で
は
46
億
円
余

り
の
基
金
残
高
を
有
し
て
い
ま
す
。

■
普
通
会
計
起
債
残
高

　
普
通
会
計
が
有
す
る
起
債
（
借

金
）
は
、
平
成
28
年
度
末
で
１
０

９
億
円
余
り
で
、
市
民
１
人
当
た

り
の
県
内
10
市
平
均
の
56
・
８
万

円
に
比
べ
、
本
市
は
32
・
８
万
円

と
低
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
13
年
度
か
ら
制
度
化
さ
れ

た
交
付
税
の
代
替
財
源
で
あ
る
臨

時
財
政
対
策
債
は
、
後
年
度
に
元

　
平
成
29
年
度
末
、
平
成
30
年
度

末
に
お
い
て
は
、
繰
越
金
な
ど
の

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
の
積
立
実
績
を
参
考
に
追
加
で

積
立
を
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
の

数
値
と
し
た
た
め
、
平
成
29
年
度

以
降
は
暫
定
値
と
し
て
い
ま
す
。

金
、
利
子
と
も
に
国
が
全
額
財
源

措
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
30
年
度
末
見
込
み
の
一
般
会

計
の
起
債
残
高
１
０
２
億
円
の
う

ち
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
残
高
は

62
億
円
（
60
・
８
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
建
設
事
業
な

ど
の
借
入
分
に
つ
い
て
も
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
交
付
税
措
置
の
あ
る

起
債
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
13
年
度
末
の
建
設
事
業
な

ど
の
起
債
残
高
は
１
４
５
億
円
余

り
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度

末
見
込
み
で
は
40
億
円
と
、
実
に

約
１
０
５
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
扶
助
費
の
増
加
や
、
医
療
お
よ

び
介
護
保
険
事
業
な
ど
に
対
す
る

繰
出
金
の
増
加
に
よ
り
、
今
後
も

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
と
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
徹

底
し
た
経
費
の
節
減
・
合
理
化
を

図
る
と
と
も
に
、
財
源
の
重
点
的
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％

％

百万円

百万円

か
つ
効
率
的
な
配
分
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
健
全
な
財
政
に
関

す
る
条
例
な
ど
に
従
い
、
各
種
指

標
や
数
値
の
改
善
に
努
め
な
が

ら
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

☆
財
政
力
の
高
さ

　
平
成
19
～
23
年
度
…
６
位

　
平
成
24
～
25
年
度
…
５
位

　
平
成
26
～
29
年
度
…
３
位

☆
実
質
公
債
費
比
率
の
低
さ

　
平
成
19
年
度
…
10
位

　
平
成
20
年
度
…
７
位

　
平
成
21
年
度
…
６
位

　
平
成
22
年
度
…
５
位

　
平
成
23
年
度
…
３
位

　
平
成
24
～
28
年
度
…
２
位

■
県
内
10
市
中
の
ラ
ン
キ
ン
グ

　

県
内
10
市
の
中
で
比
較
が
可
能
な

指
数
・
比
率
に
つ
い
て
、
順
位
の
推

移
を
お
示
し
し
ま
す
。

※普通会計…�一般会計を中心として国の定める基
準で統一的に再編成した会計のこと

※類似団体…�本市と同程度の人口規模と産業構造
で区分した自治体のこと
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内：内容　日：とき　場：ところ　講：講師　出：出演　料：料金　対：対象　定：定員　持：持ち物　申：申込み　他：その他
各種イベント情報

■富山民謡同好会 民謡を楽しむ会
日　４月21日㈯13:00～
■みのわ温泉の日
内　�抽選でお菓子などをプレゼント
日　４月30日㈪

みのわ温泉 ☎ 474-1770
みのわ温泉のイベント
みのわ温泉 ☎ 474-1770

日　毎週火・金・土曜日11:45～ 12:30
　　※祝日・休館日を除く
料　無料（要施設利用料420円）
対　生後６カ月～３歳の幼児とその
　　保護者（未体験の方に限ります）
申　�要予約

滑川室内温水プール ☎ 476-0711
とやまでど～んと大同窓会

富山県地域振興課 ☎ 444-4496滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
ベビースイミングプログラム無料講習会
滑川室内温水プール ☎ 476-0711

日　５月20日㈰9:00～
場　�県総合運動公園陸上競技場
　　※当日、市役所東別館前から会
　　　場までバスで送迎します。
対　�身体障がい、または、知的障が
いがあり、平成 30年４月１日
時点で13歳以上の方

申　４月10日㈫までに申込み

スポーツ課　（内線259）滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
県障害者スポーツ大会（陸上競技会）

福祉介護課　（内線397）

■あいらぶ湯 春まつり企画
　～サクラ満開✿メッセージ～
内　�木の幹をかたどったボードに、

メッセージを書き添えた花形の
カードを張ります。

　　※利用者以外も参加可能
日　４月１日㈰～４月下旬
■サロンコンサート「大正琴演奏」
日　４月14日㈯14:00～
場　市民交流プラザ１階 交流サロン
講　琴城流大正琴「アンサンブル風雅」
■悠友サロン「民謡のつどい」
日　４月17日㈫13:30～
場　市民交流プラザ３階 多目的ホール
講　民謡団体「清山会」

滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
市民交流プラザのイベント

滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120

日　６月24日㈰ 15:30～
場　市民会館大ホール
料　�前売り 4,000 円（当日 4,500
円）で全席指定

　　※４月 21日㈯ 10:00 ～前売り
　　　券販売

滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
コロッケものまねコンサート

滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120

内　�ふわふわ遊具、綿菓子など
日　５月３日㈷～５日㈷
他　５日㈷は小学生以下入園無料

東福寺野自然公園 ☎ 474-1141

日　５月５日㈷ 10:00～ 15:00
場　延槻亭
　　　席担当：滑川中学校茶道部
　　　指導：宮崎 淳子さん
料　�300円
　　高校生以下無料

滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120

東福寺野自然公園ＧＷイベント

「こどもの日」おもてなし茶会

日　４月22日㈰ 9:00～ 14:00
場　受付：市民交流プラザ３階
　　①延槻亭席（延槻亭）
　　　席主：中田 寛乃さん（藪内）
　　②立札席（市民交流プラザ３階）
　　　席主：竹本 久子さん（裏千家）
料　�500円　※２席分

滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
市民ふれあい茶会

内　高齢者が陶芸に取り組みながら
　　交流を深める教室
日　毎週水曜日9:00～ 13:00
場　陶芸の館
申　�随時受付

滑川室内温水プール ☎ 476-0711
とやまでど～んと大同窓会

富山県地域振興課 ☎ 444-4496滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
生きがい陶芸教室

福祉介護課　（内線393）

内　�「今日から始める介護予防」を合
言葉に、介護予防をはじめるヒ
ントを得る、実践を交えた講義

　　第１回「介護予防とは？」
日　４月17日㈫10:30～ 12:00
場　市民交流プラザ３階 多目的ホール
対　65歳以上の方

男女
富山県地域振興課 ☎ 444-4496滑川市文化・スポーツ振興財団 ☎ 476-9120
介護予防まんてんクラブ

地域包括支援センター ☎ 476-9400

■福寿大学合唱サークル
日　４月６日㈮13:00～
場　東地区公民館
■福寿大学
①開講式・「市政について」
日　４月13日㈮13:30～
場　東地区公民館
講　上田市長
②「免疫力を高め長生きしよう」
日　４月27日㈮13:30～
場　東地区公民館
講　辻 政彦さん（県立中央病院名誉
　　院長）
■趣味の会
場　東地区公民館※陶芸は「陶芸の館」
他　開催日が変更される場合があり
　　ますので事前にご確認ください。

くらしの窓＜福寿大学・趣味の会＞
中央公民館 ☎ 475-5492

書　  道 ４日㈬、18日㈬ 19:00～
油　  絵 ４日㈬、11日㈬、18日㈬ 19:00～
陶　  芸 ８日㈰、22日㈰ 10:00～
ちぎり絵 11日㈬、25日㈬ 13:30～

詩　  吟 ３日㈫、17日㈫ 14:00～
13日㈮、27日㈮ 19:00～

くらしの窓＜福寿大学・趣味の会＞
中央公民館 ☎ 475-5492

内　��４月 23 日㈪から５月 12 日㈯
の「こどもの読書週間」に合わせ、
子ども図書館で様々なイベント
を開催します。

■オリジナル読書手帳をつくろう！
内　��読んだ本の記録を書き込める自
分だけの読書手帳を作ります。

日　��４月 28 日㈯から５月６日㈰
の土・日曜 10:00 ～ 12:00、
13:00～ 16:00

■本のおたのしみぶくろ
内　��お薦めの本をセットで貸し出し
ます。袋にどんな本が入ってい
るかは、帰ってからのおたのし
み♡　※１日限定25袋

日　��４月21日㈯、22日㈰、28日㈯、
29日㈷

■めざせ！としょかんのたつじん
内　��図書館がテーマの様々なミッシ
ョンに挑戦するスタンプラリー
※クリアしたら景品をプレゼント

日　��４月 21日㈯～５月13日㈰
対　��中学３年生以下
■ワークショップ「どうぶつをつくろう」
内　��色画用紙でどうぶつをかたどる
制作に親子で取り組みます。

日　��４月 22日㈰10:00～ 11:00、
14:00～ 15:00

子ども図書館　☎475-8180
こどもの読書週間イベント

　平成29年度滑川市政功労表彰式
は３月１日、市役所で行われ、市政
の各分野で功績のあった13個人と
４団体をたたえました。表彰を受け
た個人・団体は次のとおりです。
　　　（部門別に五十音順・敬称略）

地方自治 教育文化

スポーツ スポーツ 社会福祉

市民生活市民生活 市民生活 災害防護

地方自治 地方自治 教育文化

𦚰
わ き ざ か

坂　輝
て る お

夫（　柴　） 塩
し お ば ら

原　冽
れ つ こ

子（富山市）

髙
た か は し

橋　芳
よ し く に

邦（上小泉） 高
たかばやし

林　心
し お ん

温（柳　原） 葊
ひ ろ せ

瀬　敏
と し お

雄（魚津市）

上
う え だ

田　鈴
す ず こ

子（柳　原）浅
あ さ の

野　慎
し ん い ち

一（上小泉） 若
わかばやし

林千
ち か こ

香子（上小泉） 深
ふ か い

井　孝
た か お

夫（赤　浜）

東加積地区ヘルス
ボランティア協議会 滑川のネブタ流し保存会 新川松坂踊り保存会

（会長・西
に し や ま

山みえ子）

五
い が ら し

十嵐淳
じ ゅ ん こ

子（上梅沢）

地方自治
山
や ま ぎ し

岸　貢
みつぐ

（小　森）

教育文化
瀧
た き か わ

川　和
か ず や

哉（荒　俣）

平成 29 年度 滑川市政功労表彰

地方自治
中
な か が わ

川　昭
し ょ う じ

治（常盤町）

教育文化

スポーツ

早月加積地区ヘルス
ボランティア協議会

（会長・川
か わ ぎ し

岸　忠
た だ き

毅） （会長・和
い ず み

泉　武
た け よ し

義） （会長・谷
た に

　雅
ま さ よ し

好）

受彰者を代表してあい
さつする髙橋芳邦さん

4広報 なめりかわ　平成30年４月１日
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一般会計・特別会計・企業会計を合わせて

総額222億500万円
「
ひ
と
・
ま
ち
・
産
業
が
元
気
な
ま
ち 

滑
川
」

 
の
推
進
に
向
け
て

　
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
は
１
１
４
億
８
４
３
５
万
円
で
、
前
年
度
比
４
・
１
％
（
4
億

９
３
４
２
万
円
）
減
、
国
民
健
康
保
険
事
業
や
水
道
事
業
な
ど
の
特
別･

企
業
会
計
予
算
の

総
額
は
１
０
７
億
２
０
６
５
万
円
で
、
前
年
度
比
２
・
５
％
（
2
億
６
４
８
０
万
円
）
増
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別･

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
２
２
２
億

５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
１
・
０
％
（
2
億
２
８
６
２
万
円
）
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
予
算
は
、「
子
ど
も
第
一
主
義
」
を
基
本
と
し
た
、
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や

す
い
環
境
づ
く
り
や
「
健
康
寿
命
延
伸
都
市
」
に
向
け
た
継
続
的
な
施
策
を
実
施
す
る
な
ど
、

総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
ひ
と
・
ま
ち
・
産
業
が
元
気
な
ま
ち　
滑
川
」
を
推
進
す
る
た
め
の

政
策
的
な
経
費
と
義
務
的
経
費
を
中
心
と
し
た
準
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度 

予 

算
一般会計………�市税収入を主な財源として、福祉、保健衛生、土木、教育、

消防など市の仕事の大部分をまかなう会計です。
特別会計………�特定の事業を行う場合や特定の収入を特定の支出に充てる場

合、一般会計とは別にその経理を明らかにするために設けら
れた会計です。

企業会計……��…�民間企業と同じように、事業によって得た収入で支出をまか
なう独立採算を原則とする事業について設けられた会計です。

市　税…………�市民の皆さんや法人が市に納める税金で、市民税、固定資産税、
軽自動車税、市たばこ税を総称したものです。

国・県支出金…��いろいろな事業に対する国・県からの補助金、交付金などです。
地方交付税……�全国の市町村が等しく事務を行えるよう、一定の基準により

国から交付されるお金です。
地方譲与税等…��国税として徴収された特定の税収を、一定の基準により市町

村に譲与される税金や各種交付金などです。
民生費…………高齢者、障がい者、児童の福祉や生活保護に使われます。
土木費…………道路、公園、市営住宅などの建設や管理に使われます。
総務費…………�市の全般的な管理、企画や選挙、戸籍・住民票事務などに使

われます。
教育費…………�小・中学校、公民館の運営や、文化 ･スポーツの振興などに

使われます。
公債費…………借り入れた市債の元金 ･利子などの償還に使われます。
衛生費…………ごみ処理や環境保全、市民の健康増進などに使われます。
商工費…………商業や工業、観光の振興などに使われます。
消防費…………消防、救急活動などに使われます。
農林水産業費…農業や林業、水産業の振興などに使われます。
扶助費…………�社会福祉制度の一環として、児童・高齢者・障がい者・生活

困窮者などの支援に必要な経費です。
物件費…………委託料、光熱水費、消耗品費などの経費です。
繰出金…………一般会計から特別会計へ繰り出される負担金などの経費です。
人件費…………職員の給与や議員への報酬などの経費です。
補助費等………負担金、補助金などの経費です。
普通建設事業費…道路や公園、学校など公共施設を整備するための経費です。

　市制65周年を迎えるにあたり、総合計画に掲
げるまちづくりの将来像「ひと・まち・産業が元
気なまち　滑川」を目指し、市民生活の向上や社
会基盤の整備、産業の振興、教育文化の向上など
を図る施策に取り組みます。

■歳出の特徴

会計名 平成30年度予算額 前年度比

一般会計 114億 8,435万円 △4.1%

特別会計 68億 4,857万円 △29.5%

　国民健康保険事業 29億 3,552万円 △17.4%

　後期高齢者医療事業 7億 9,399万円 △0.9%

　介護保険事業 30億 3,749万円 1.6%

　工業団地造成事業 8,157万円 9,715.8％

企業会計 38億 7,208万円 425.6%

　水道事業 7億 4,482万円 1.1%

　下水道事業（※） 31億 2,726万円 ー　　

総合計 222億　 500万円 △1.0%

会計別予算額

用語解説

一般会計
114億8,435万円

※�８～９ページで、実際にどの
ような事業を行うか、主なも
のをご紹介します。

（　）内は構成比

歳 入

歳 出
（　）内は構成比

市税（41.1％）
47 億 1,575 万円

国・県支出金（19.9％）
22 億 7,779 万円

地方交付税（16.1％）
18 億 5,000 万円

地方譲与税等（6.3％）
7 億 2,900 万円

市債（4.7％）
5 億 4,040 万円

繰入金（4.4％）
5 億 442 万円

諸収入（3.3％）
3 億 7,559 万円

繰越金（1.7％）2 億円 使用料及び手数料（1.6％）
1 億 8,829 万円

その他（0.9％）1 億 311 万円

扶助費（25.5％）
29 億 3,003 万円

物件費（15.6％）
17 億 9,263 万円

繰出金（11.0％）
12 億 5,642 万円

人件費（13.5％）
15 億 4,757 万円 補助費等（15.0％）

17 億 2,570 万円

公債費（9.2％）
10 億 5,957 万円

普通建設事業費（5.2％）
5 億 9,636 万円

歳 出 歳 出（性質別）（目的別）

民生費（39.1％）
44 億 8,604 万円

土木費（11.5％）
13 億 2,167 万円

総務費（10.0％）
11 億 5,000 万円

公債費（9.2％）
10 億 5,957 万円

教育費（7.8％）
8 億 9,649 万円

衛生費（7.4％）
8 億 5,084 万円

商工費（5.4％）
6 億 2,489 万円

消防費（3.8％）
4 億 3,502 万円

農林水産業費（3.9％）
4 億 4,667 万円

その他（1.9％）
2 億 1,316 万円 その他（5.0％）

5 億 7,607 万円

　まず、第２子以降の保育料等完全無料をはじめ、
小中学校医療費無料、子どもインフルエンザ予防
接種助成、マタニティママ応援手当などの施策を
継続して実施するとともに、障がい児支援事業や
病児保育事業、産後ケア事業、孫とおでかけ支援
事業など富山広域連携中枢都市圏の各種事業にも
取り組み、「子ども第一主義」を推進します。
　また、食育の継続に加え、生活習慣病予防や、
がん検診の強化を含めた健康増進事業の推進、介
護保険事業における地域支援事業のメニュー拡大
など、全ての市民の充実した生活と「健康寿命延
伸都市」の達成に向け各種施策を推し進めます。
　一方、地方創生に向けた活性化策として、急速
冷凍ホタルイカブランドの確立や海洋深層水を活
用した天日塩の製造販売、８年ぶりとなる２隻体
制での「ほたるいか海上観光」の実施、婚活支援
事業や創業支援事業などを推進し、さらなる滑川
ブランドの定着と定住人口の増加に努めます。
　今年度が最終年度となる運動公園堀江自然ふれ
あい広場の整備や「公共施設等総合管理計画」に
沿った各公共施設の予防的修繕を行うほか、市民
生活の根幹となる上下水道事業や新たに中野島坪
川線の道路改良に着手するなど通学路を中心とし
た道路などの整備を図り、市民生活の安全・快適
性をさらに向上させます。

　個人市民税は前年度とほぼ同水準で推移すると
見込まれるものの、法人市民税は企業が新たな設
備投資などに資金を集中すると見込まれることな
どから、前年度比15.4％減、固定資産税につい
ては、３年に１度の評価替えに伴い前年度比2.1
％減と見込み、市税全体では前年度比2.6％減と
しました。一方で、第４次総合計画や「ひと・ま
ち・産業創生総合戦略」に掲げる諸施策の実現に
向けて、これまでの事業効果を適切に見極め、徹
底した歳出の見直しを図りつつ、財政調整基金の
取り崩しなどにより、財源の確保に努めました。

■歳入の特徴

歳 入
114 億 8,435 万円

114 億 8,435 万円 114 億 8,435 万円

※�平成 30年度から、下水道事業特別会計と農業集落排水事業特別会計は、下水道事業
会計として一本化し、特別会計から企業会計に移行しました。

※民生費のうち…
・児童福祉費

23 億 3,538 万円
・老人福祉費

10 億 3,577 万円
・障がい者福祉費

6 億 8,621 万円
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な
事
業

　

平
成
30
年
度
予
算
の
う
ち
、
実
際

に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
の
か
、

新
た
な
取
り
組
み
を
中
心
に
ご
紹
介

し
ま
す
。（
☆
は
新
規
・
拡
充
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

９
０
０
万
円

　

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）
を
新
型
受
信
機
に
更

新
し
ま
す
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
、
調
査
・
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

１
億
５
８
４
３
万
円

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
全
て
の
第
２
子
の
保

育
料
や
幼
稚
園
授
業
料
な
ど
を
無
料

に
し
ま
す
。（
所
得
制
限
な
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
２
６
６
万
円

　

市
内
私
立
保
育
所
お
よ
び
認
定
こ

ど
も
園
の
施
設
整
備
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　

 

１
億
９
４
２
万
円

　

妊
産
婦
お
よ
び
中
学
校
修
了
前
ま

で
の
子
ど
も
の
入
院
・
通
院
医
療
費

を
無
料
に
し
ま
す
。（
所
得
制
限
な
し
）

　
　
　
　
　
　

 

５
億
２
８
９
０
万
円

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
の

養
育
者
な
ど
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

５
１
７
万
円

　

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
手
話
通
訳
に

よ
る
窓
口
対
応
に
加
え
、
各
種
手
話

施
策
の
推
進
業
務
に
あ
た
る
専
任
手

話
通
訳
者
を
１
名
配
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

４
１
１
万
円

　

在
宅
の
障
が
い
者
な
ど
を
対
象

に
、
入
浴
や
理
容
・
美
容
に
も
利
用

で
き
る
福
祉
利
用
券
を
給
付
す
る
ほ

か
、
障
が
い
者
の
生
活
行
動
範
囲
の

拡
大
・
社
会
参
加
促
進
を
図
る
た
め
、

障
が
い
の
程
度
に
応
じ
て
タ
ク
シ
ー

の
乗
車
チ
ケ
ッ
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
乗
車
券
を
給
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

９
４
７
万
円

　

第
31
回
全
国
健
康
福
祉
祭
「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
と
や
ま
」
マ
ラ
ソ
ン
競

技
の
開
催
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

８
３
３
１
万
円

　

市
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、

健
康
手
帳
の
配
布
や
健
康
教
育
、
各

種
健
康
診
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
50
歳
か
ら
５
歳
刻
み
で
75
歳

ま
で
の
全
市
民
を
対
象
に
、
胃
、
肺
、

大
腸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
配
布
し
、
受
診
率
の
向
上
を
図
る

こ
と
で
、
健
康
寿
命
延
伸
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 　
５
０
０
０
万
円

　

市
内
唯
一
の
公
的
病
院
で
あ
る
厚

生
連
滑
川
病
院
へ
医
療
体
制
維
持
の

た
め
の
費
用
お
よ
び
病
院
の
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
対
す
る
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
１
７
６
万
円

　

産
後
間
も
な
い
時
期
の
全
て
の
産

婦
に
健
康
診
査
費
用
を
助
成
し
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

57
万
円

　

地
域
に
お
け
る
食
育
を
推
進
す
る

た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
住
民
と

一
緒
に
農
作
業
や
料
理
作
り
を
体
験

す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
７
４
７
万
円

　

特
別
支
援
学
級
の
児
童
・
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

指
導
と
必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
の

環
境
づ
く
り
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
ま
す
。ま
た
、ス
タ
デ
ィ・

メ
イ
ト
の
配
置
も
継
続
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

４
８
７
万
円

　

大
正
７
年
の
米
騒
動
か
ら
１
０
０

年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
全
国
各

地
へ
飛
び
火
す
る
直
接
的
な
き
っ
か

け
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
滑
川
で
の
米

騒
動
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
な
っ
た
市
内

旧
町
部
の
建
造
物
の
写

写
真
展
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
８
１
２
万
円

　

地
域
間
の
交
流
促
進
や
高
齢
者
な

ど
市
民
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た

め
、
年
末
年
始
の
３
日
間
（
12
月
31

日
～
１
月
２
日
）
を
除
い
て
毎
日
運

行
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

７
４
２
万
円

　
「
キ
ラ
リ
ン
グ
ル
メ
の
森
」
の
開

催
に
よ
り
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
新
た

に
、
東
京
「
日
本
橋
と
や
ま
館
」
で

生
き
た
ホ
タ
ル
イ
カ
の
発
光
シ
ョ
ー

を
実
施
し
、
本
市
特
産
の
ホ
タ
ル
イ

カ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
急
速
冷
凍
ホ
タ

ル
イ
カ
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
確

立
に
向
け
、
市
場
へ
供
給
す
る
方
法

な
ど
を
引
き
続
き
探
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
３
８
２
万
円

　

観
光
遊
覧
船
「
キ
ラ
リ
ン
」
を
使

用
し
た
「
富
山
湾
岸
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」

や
、
２
隻
体
制
で
実
施
す
る
「
ほ
た

る
い
か
海
上
観
光
」
に
お
け
る
観
光

遊
覧
船
の
運
航
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

４
８
４
０
万
円

　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。ま
た
、橋
梁
や
街
灯・

標
識
な
ど
の
道
路
付
属
施
設
や
路
面

を
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
計
画
的
に

改
修
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

９
２
０
０
万
円

　

歩
行
者
や
車
交
通
の
安
全
を
図
る

た
め
、
市
道
江
尻
高
月
線
・
中
野
島

坪
川
線
の
道
路
改
良
工
事
を
進
め
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

４
０
４
８
万
円

　

都
市
計
画
道
路
加
島
町
下
島
線
の

道
路
改
良
工
事
を
行
い
、
通
学
路
の

安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
０
０
万
円

　

中
滑
川
駅
前
お
よ
び
滑
川
駅
前
の

再
開
発
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
実

施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
５
７
９
万
円

　

ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

た
め
、
人
口
集
中
地
区
で
住
宅
を
取

得
さ
れ
る
方
や
小
売
業
な
ど
を
開
業

す
る
方
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
９
２
２
万
円

　

空
き
家
な
ど
の
適
切
な
管
理
や
活

用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
所
有
者
調

査
や
緊
急
安
全
措
置
工
事
に
加
え
、

必
要
に
応
じ
て
解
体
・
除
却
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

９
０
０
４
万
円

　

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
滑
川

運
動
公
園
「
堀
江
自
然
ふ
れ
あ
い
広

場
」
の
整
備
や
、
堀
江
球
場
側
の
ト

イ
レ
設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

９
億
６
３
１
８
万
円

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
中
継
ポ

ン
プ
場
の
改
築
更
新
工
事
な
ど
の
ほ

か
、
浜
加
積
、
早
月
加
積
、
中
加
積
、

西
加
積
地
区
に
お
い
て
汚
水
管
渠
埋

設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
８
０
０
万
円

　

農
業
の
持
続
的
発
展
・
活
性
化
を

図
る
た
め
、
地
域
特
産
物
の
生
産
振

興
や
土
壌
改
良
な
ど
に
よ
る
品
質
向

上
対
策
、
ま
た
、
農
業
機
械
の
導
入

助
成
な
ど
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

９
１
０
万
円

　
「
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
」
を
財

源
と
し
た
里
山
林
の
整
備
や
、
森
林

病
害
虫
対
策
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
４
４
万
円

　

創
業
支
援
機
関
と
連
携
し
、
市
内

で
創
業
を
希
望
さ
れ
る
方
の
相
談
や

融
資
の
保
証
料
の
補
給
な
ど
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
で
初
め

て
事
業
を
始
め
る
創
業
者
に
奨
励
金

を
交
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

５
３
６
７
万
円

　

工
業
振
興
を
図
る
た
め
、
指
定
地

域
内
に
お
け
る
工
場
の
新
増
設
な
ど

に
対
し
て
、
固
定
資
産
税
相
当
額
を

助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
工
場
の
電
気・

水
道
・
情
報
通
信
設
備
な
ど
の
整
備
・

増
強
に
か
か
る
費
用
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

75
万
円

　

成
長
や
発
達
が
気
に
な
る
乳
幼
児

期
か
ら
の
相
談
や
支
援
に
際
し
て
の

利
用
料
、
病
児
保
育
室
で
の
保
育
看

護
を
受
け
る
際
の
タ
ク
シ
ー
で
の
お

迎
え
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
出
産
後
に
不
安
を
抱
え
る

母
親
の
産
後
ケ
ア
応
援
室
利
用
料
の

一
部
も
助
成
し
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　

 　
１
５
０
万
円

　

祖
父
母
・
孫
、
曽
祖
父
母
・
ひ
孫

が
一
緒
に
博
物
館
な
ど
の
対
象
施
設

に
来
館
す
る
と
、
入
館
料
・
観
覧
料

が
無
料
に
な
る
「
孫
と
お
で
か
け
支

援
事
業
」
で
、「
ほ
た
る
い
か
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
の
入
館
料
を
負
担
し
ま
す
。

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　

こ
の
ほ
か
、
富
山
市
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
キ
ラ
リ
」
で
の
小
学
生
の
教

育
普
及
や
有
害
鳥
獣
の
農
作
物
被
害

軽
減
を
目
指
し
、
効
果
的
な
対
策
を

検
討
す
る
な
ど
、
全
部
で
12
の
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

「
ひ
と
」
が
元
気
なまち

づ
く
り

「
産
業
」
が
元
気
なまち

づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

４
６
４
万
円

　

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
い
た
講

習
会
や
指
導
者
養
成
を
目
的
と
し
た

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
、
新
た
に
屋
内

運
動
場
を
活
用
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
習
会
な
ど
を
開
催
し
、
ジ
ュ
ニ
ア

ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
の
育
成
や
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
２
２
７
万
円

　

小
学
５
年
生
、
中
学
２
年
生
を
対

象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
が
「
夢

先
生
」
と
し
て
夢
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
る
「
夢
の
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

４
５
０
万
円

　

市
制
施
行
65
周
年
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
記
念
式
典
の
開
催
や
市
政
功

労
者
に
対
す
る
表
彰
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
節
目
と
な
る
年
を
市
民
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
す
。

第
２
子
の
保
育
料
等

完
全
無
料

子
ど
も
・
妊
産
婦

医
療
給
付

児
童
手
当
支
給

手
話
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業

障
が
い
者
福
祉
利
用
券

な
ど
の
給
付

健
康
増
進
事
業

医
療
対
策
事
業

市
制
65
周
年
記
念
式
典

開
催

未
来
に
つ
な
ぐ
「
農
」
と

「
食
」
普
及
啓
発
事
業

特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

産
婦
健
康
診
査
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

観
光
客
誘
致
事
業

都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

駅
前
再
開
発
事
業
調
査

ま
ち
な
か
再
生
事
業

空
き
家
対
策
推
進
事
業

森
林
整
備
対
策
事
業

下
水
道
建
設
事
業

運
動
公
園
整
備
事
業

創
業
支
援
事
業

工
業
振
興
対
策

江
尻
高
月
線
・
中
野
島

坪
川
線
道
路
改
良
事
業

橋
梁
・
道
路
付
属
施
設
等

長
寿
命
化
事
業

豊
か
な
農
村
づ
く
り

推
進
事
業

主

き
ょ
う
り
ょ
う

防
災
行
政
無
線
施
設
整
備

☆
保
育
所
等
施
設
整
備
補
助
金

☆

☆

高
齢
者
生
き
が
い
事
業

☆

☆☆
展
覧
会
等
開
催

☆

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成

☆
夢
の
教
室
開
催

「
ま
ち
」
が
元
気
なまち

づ
く
り

☆

▲
市制60周年記念式典の
様子（平成25年 11月）

☆
観
光
遊
覧
船
運
航

☆

☆☆☆

☆

富
山
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏

連
携
事
業

富
山
市
ま
ち
な
か
総
合

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

各
種
事
業

☆
孫
と
お
で
か
け
支
援
事
業

☆

★
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市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

市
民
協
働
の
推
進

１　
民
間
活
力
の
活
用
の
促
進

●�

民
間
委
託
に
お
け
る
競
争
環
境
の

維
持
…
実
施

　

受
託
者
が
行
う
業
務
に
つ
い
て
、
定
期
的

な
業
務
報
告
書
な
ど
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
適
切
に
業
務
が
な
さ
れ
て
い

る
か
確
認
し
、
客
観
的
評
価
を
加
え
る
こ
と

で
、
競
争
環
境
の
維
持
を
図
り
ま
し
た
。

２　
指
定
管
理
者
制
度
の
効
果
的
な

　
　
運
用

●�
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
と
検
証

…
実
施

　

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、
今
年
度
に
市
の

７
施
設
に
お
い
て
公
募
に
よ
る
選
定
を
行
っ

た
際
、施
設
の
あ
り
方
や
管
理
運
営
の
効
率
性・

経
済
性
な
ど
に
つ
い
て
検
証
し
、
平
成
30
年

度
か
ら
の
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

３　
市
民
参
加
・
協
働
の
推
進

●�

協
働
推
進
の
た
め
の
財
政
的
支
援
、

活
動
拠
点
の
整
備
な
ど
…
実
施

　
「
み
ん
な
で
つ
く
る
協
働
の
ま
ち
推
進
事

業
」
に
よ
り
、
個
性
豊
か
で
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
事
業
を
支
援
し
ま
し
た
。

●�

自
主
防
災
組
織
の
育
成
及
び
避
難

体
制
の
確
立
…
実
施

　

自
主
防
災
組
織
な
ど
が
実
施
す
る
防
災
訓

練
や
資
器
材
整
備
に
補
助
金
を
交
付
し
た
ほ

か
、
一
時
避
難
場
所
に
街
灯
を
新
規
で
設
置

す
る
費
用
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業

を
実
施
し
、
組
織
の
強
化
・
育
成
の
支
援
に

努
め
ま
し
た
。

公
正
の
確
保
と
透
明
性
の

向
上

１　
情
報
公
開
の
推
進

●
市
政
情
報
等
の
公
開
…
実
施

　

市
政
情
報
の
ほ
か
、
主
催
イ
ベ
ン
ト
や
関

係
団
体
が
行
う
行
事
な
ど
に
つ
い
て
、
積
極

的
な
情
報
発
信
を
行
っ
た
ほ
か
、
新
た
に
、

有
害
鳥
獣
の
出
没
・
目
撃
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

公
開
し
ま
し
た
。

●�

「
市
長
と
語
る
会
」
な
ど
の
開
催

機
会
の
拡
大
…
実
施

　

市
長
と
市
民
の
意
見
交
換
を
図
る
た
め
、

春
に
市
内
９
地
区
、
夏
に
子
育
て
世
代
や
商

工
業
・
農
林
水
産
業
な
ど
の
対
象
ご
と
に
７

回
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
延
べ
１
０
４
７
人
が
参
加
し
、
意
見

交
換
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

２　
広
報
機
能
の
充
実
強
化

●
情
報
発
信
媒
体
の
拡
大
…
実
施

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
動
画
共
有

サ
イ
ト
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活
用
し
た
市
の

情
報
発
信
や
、
災
害
情
報
な
ど
の
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
新
た
に
「
子
育
て
・

孫
育
て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
、
サ

イ
ト
や
専
用
ア
プ
リ
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の

成
長
や
生
活
に
あ
わ
せ
た
情
報
を
発
信
し
ま

し
た
。

組
織
力
の
強
化
と
人
材
育

成
の
充
実

１　
組
織
・
機
構
の
見
直
し

●�

簡
素
で
合
理
的
な
組
織
・
機
構
の

整
備
…
実
施

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
組
織
と
な
る
よ

う
関
係
部
局
の
業
務
な
ど
を
見
直
し
ま
し
た
。

２　

�

成
果
を
重
視
し
た
組
織
運
営
体

制
の
整
備
と
人
材
育
成
の
充
実

●
人
事
評
価
制
度
の
確
立
…
実
施

　

業
務
を
よ
り
適
正
に
評
価
す
る
た
め
、
人

事
評
価
制
度
の
本
格
実
施
に
伴
う
評
価
点
数

の
見
直
し
を
行
い
、
給
与
な
ど
の
処
遇
面
へ

反
映
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
や
る
気
と
働
き

甲
斐
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

●
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
養
成
…
実
施

　

国
や
県
な
ど
へ
の
派
遣
研
修
の
ほ
か
各
種

専
門
研
修
へ
の
参
加
、
特
殊
車
両
の
運
転
免

許
な
ど
の
資
格
取
得
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

●
職
員
提
案
制
度
の
活
性
化
…
実
施

　

今
年
度
は
各
課
提
案
を
休
止
し
、
職
員
提

案
に
統
一
し
た
と
こ
ろ
、
16
件
の
提
案
が
あ

り
、
そ
の
中
で
優
良
な
提
案
を
し
た
職
員
に

対
し
て
は
、
人
事
評
価
で
配
慮
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

の
効
果
的
な
活
用

１　
情
報
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
な
活
用

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
行
政
事
務

の
迅
速
化
・
効
率
化
の
検
討
…
検
討

　

平
成
28
年
度
末
に
職
員
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
導
入
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
庁
内
事
務
の

効
率
化
を
図
っ
た
ほ
か
、
各
種
シ
ス
テ
ム
の

ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

よ
り
効
率
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

２　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
充
実

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
係
る
特
定

個
人
情
報
保
護
評
価
の
実
施
…
実
施

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
申

請
な
ど
の
手
続
き
に
お
け
る
添
付
書
類
の
簡

略
化
と
併
せ
、
特
定
個
人
情
報
の
利
用
範
囲

の
限
定
・
内
部
監
査
の
実
施
・
職
員
研
修
の

徹
底
な
ど
、
個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
に
努

め
ま
し
た
。

経
営
視
点
に
立
っ
た
財
政

運
営

１　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
推
進

●�

わ
か
り
や
す
く
透
明
性
の
高
い
財

政
運
営
…
実
施

　

新
年
度
予
算
の
概
要
書
を
誰
が
読
ん
で
も

分
か
り
や
す
い
内
容
に
し
て
い
る
ほ
か
、
平

成
28
年
度
決
算
か
ら
、
統
一
的
な
基
準
に
基

づ
く
財
務
書
類
を
作
成
し
、公
表
し
て
い
ま
す
。

２　
安
定
的
な
自
主
財
源
の
確
保

●
広
告
掲
載
募
集
事
業
等
に
よ
る
収

入
の
増
加
…
実
施

　
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
広
告
掲
載
を
行
い
、
収
入
の
増

加
を
図
り
ま
し
た
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
推
進
…
実
施

　

寄
附
者
へ
の
返
礼
品
に
、
新
た
に
地
方
創

生
関
連
品
目
の
追
加
や
、
姉
妹
都
市
で
あ
る

小
諸
市
・
那
須
塩
原
市
と
相
互
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
の
特
産
品
の
魅
力
を
よ
り
広

く
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

３　
歳
出
の
適
正
化

●�

行
政
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
と
活
用

…
実
施

　

平
成
28
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、
３
年
に

１
度
の
本
評
価
を
実
施
し
、
事
業
の
統
廃
合

の
方
向
性
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
…
実
施

　

自
動
車
な
ど
の
適
正
使
用
、
省
エ
ネ
型
製

品
の
導
入
の
推
進
の
ほ
か
、
両
面
印
刷
・
両

面
コ
ピ
ー
の
徹
底
、
冷
暖
房
時
の
温
度
管
理

や
不
要
照
明
の
消
灯
な
ど
、
全
庁
的
に
省
エ

ネ
対
策
に
努
め
ま
し
た
。

●
入
札
制
度
の
改
善
…
実
施

　

入
札
結
果
の
検
証
を
行
い
、
透
明
か
つ
競

争
性
が
確
保
で
き
る
運
用
に
つ
い
て
検
討
し
、

一
部
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

４　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

●�

効
率
的
な
公
共
施
設
の
有
効
活
用

…
実
施

　

施
設
の
利
用
者
数
な
ど
に
つ
い
て
、
目
標

値
を
設
定
し
て
お
り
、
指
定
管
理
者
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
有
効
活
用
に
努
め
て
い
る
ほ

か
、
施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
は
、
年
次

計
画
を
立
て
、
必
要
な
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

定
員
管
理
及
び
給
与
の

適
正
化

１　
定
員
管
理
の
適
正
化

●
早
期
勧
奨
退
職
制
度
の
活
用
…
完
了

　

一
定
の
目
的
を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
制
度

を
廃
止
し
ま
し
た
。

２　
給
与
の
適
正
化

●�

時
間
外
手
当
の
縮
減
と
事
務
の　

平
準
化
…
実
施

　
週
休
日
等
振
替
制
度
を
試
験
的
に
実
施
し
、

一
層
、
時
間
外
勤
務
の
適
正
化
及
び
職
員
の

健
康
管
理
に
努
め
た
ほ
か
、
超
過
勤
務
の
多

い
職
場
の
要
因
分
析
と
改
善
策
の
検
討
を
実

施
し
、
引
き
続
き
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
し
た
。

行革行政改革実施計画の
  　　進行状況について

　

市
で
は
、
第
６
次
滑
川
市
行
政
改
革
大
綱

（
平
成
27
年
３
月
策
定
）
の
趣
旨
に
基
づ
き
、

平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
カ
年
度

を
推
進
期
間
と
し
て
、
具
体
的
な
取
組
項
目

を
取
り
ま
と
め
た
「
第
６
次
滑
川
市
行
政
改

革
大
綱
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
行
政
改
革

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
29
年
度
の
進
行
状
況
に

つ
い
て
概
要
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成29年度取組項目
	 全 60項目中…

実施 … 50項目
　※�平成 29年度に実施し、翌年度以降も継
続して実施する事項

検討 … ９項目
　※平成29年度末現在で検討中の事項
完了 … １項目
　※平成29年度末現在で実施完了した事項

　実施計画進行状況の詳しい内容は、
市ホームページに掲載しています。
　行政改革に対するご意見・ご提言は、
企画政策課（内線 222）までお寄せく
ださい。

郵送先
　〒936 - 8601滑川市寺家町104
FAX 先
　475 - 6299
E メール先
　kikaku@city.namerikawa.lg.jp
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市民カレンダー ４月
『
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
』 

☎
４
７
５

−

５
０
５
０　
目
が
不
自
由
な
方
へ
１
週
間
ご
と
の
市
の
行
事
、
催
し
物
、
そ
の
他
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

３月20日㈷～26日㈰は春の火災予防運動期間です
　空気が乾燥し、風の強い日も多く、火災が発生しやすい季節を迎えます。火災が発生すると周囲に燃え広がる危険
性が高いので、火気の取り扱いに十分ご注意ください。
◆住宅用火災警報器について
　住宅用火災警報器は、設置が法律で義務付けられてから10年が経過しました。ご自宅の警報器が電池切れや故障
をしていないか、ご確認ください。火災から大切な人命と財産を守るために、まだ設置していない方は、必ず設置し
てください。
◆住宅防火いのちを守る７つのポイント
　①寝たばこは絶対やめる。　②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使う。
　③ガスコンロなどから離れる際は必ず火を消す。　④住宅用火災警報器を設置する。
　⑤寝具、衣類およびカーテンへの延焼を防ぐために、防炎素材のものを使う。
　⑥ 火を小さいうちに消せるよう、住宅用消火器などを設置して備えておく。
　⑦ お年寄りや身体の不自由な方を守れるよう、隣近所の協力体制をつくっておく。

問合せ先　滑川消防署　☎475-0180

４月のふれあい総合相談
会場　市役所東別館
　　　☎475-7000㈹
　　　滑川市社会福祉協議会

時間　13:00 ～ 16:00
　　　 法律相談（先着６人）
　 13日㈮、20日㈮
 　要電話予約 ※１週間前から受付け
　 予約時間9:00～ 17:00
時間　13:30 ～ 16:00
　　　 人権悩みごと相談
　　　 11日㈬
　　　 行政相談　20日㈮

　　　 心配ごと悩みごと相談
　　　 12日㈭
　　　 成年後見遺言相続相談
　　　 19日㈭

時間　10:00 ～ 15:00
　　　 登記相談　  ５日㈭　　 

　　　 年金相談　12日㈭
　　　（市役所本館１階相談室）

時間　10:00 ～ 11:30
　　　 生活就労相談　10日㈫

時間　13:00 ～ 15:00
　　　 税金相談　26日㈭

毎日行っているもの
時間　8:30 ～ 17:15
　　　 貸付金制度利用
　　　 ボランティア相談
　　　 権利擁護相談
　　　 福祉サービス情報
時間　9:30 ～ 15:30
　　　 消費生活相談
　　　 （市生活環境課）

法律

税金

人権

行政

心配

年金

後見

登記

就労

４月の納税など
固定資産税　第１期

土地・家屋価格等縦覧帳簿
の縦覧期間は、
４月２日㈪から
５月１日㈫まで
です。

携帯電話からの119番通報について
・�携帯電話からの119番通報は、災害発生場所の特定に時間がかかることがありますので、慌
てず落ち着いて市町村名から伝えてください。
・�自宅（アパートなど）の住所、地番は正確に伝えてください。屋外、移動先からの通報の際は、
交差点名称や付近にある目標物（建物など）を伝えてください。
・折り返し災害内容を確認する場合がありますので、携帯電話の電源は切らないでください。
・�操作ミスなどで誤って119番に通報した場合は、慌てて電話を切らずに「間違いの通報」で
あることを伝えてください。無言で電話を切ってしまうと、確認の電話を何度もかけたり、救
急車や消防車が出動したりすることがあります。
　　

　問合せ先　富山県東部消防組合消防本部 通信指令課 ☎ 0765-24-7977

日 月 火 水
　　　  

◆あいらぶ湯 春まつり企画
　（→５Ｐ）※４月下旬まで

　　　  

◆あいらぶ湯シルバーデー
◆赤ちゃんサロン（→19Ｐ）

　

　　　  

◆ほっと安心産後ルーム
　（→19Ｐ）

　　　  

◆あいらぶ湯シルバーデー
◆キッズサロン（→19Ｐ）

　　　  

◆すこやか子育て相談（→19Ｐ）
◆ジャングルジム（→19Ｐ）

　　　  

◆親子でピザ作り（→20Ｐ）

　　　  

◆ほっと安心産後ルーム
　（→19Ｐ）

　　　  

◆あいらぶ湯シルバーデー
◆悠友サロン（→５Ｐ）
◆まんてんクラブ（→５Ｐ）
◆フッ素塗布（→19Ｐ）
◆赤ちゃんサロン（→19Ｐ）

　　　  

◆市民ふれあい茶会（→５Ｐ）
◆本のおたのしみぶくろ（→５Ｐ）
◆どうぶつをつくろう（→５Ｐ）

　　　  

◆ほっと安心産後ルーム
　（→19Ｐ）
◆ほたるっこ広場（→19Ｐ）

　　　  

◆あいらぶ湯シルバーデー
◆キッズサロン（→19Ｐ）

　　　  

◆すこやか子育て相談（→19Ｐ）

　　　    　＜昭和の日＞　　　
　　 
◆読書手帳をつくろう（→５Ｐ）
◆本のおたのしみぶくろ（→５Ｐ）

　　　    　＜振替休日＞　　　
　　 
◆みのわ温泉イベント（→５Ｐ）

　　　  

◆あいらぶ湯シルバーデー

　　　 　

　　　  

◆読書手帳をつくろう（→５Ｐ）

　　　  

◆ほっと安心産後ルーム
　9:30～市民健康センター

　　　  

◆あいらぶ湯シルバーデー

　　　  

◆すこやか子育て相談
　13:30～市民健康センター

１ ２
木 金 土

　　　  

◆小・中学校始業式
◆すこやか子育て相談（→19Ｐ）
◆フッ素塗布（→19Ｐ）

　　　  

◆小・中学校入学式
◆福寿大学合唱サークル
　（→５Ｐ）

　　　  

◆朝のつどい（体操）

　　　  

◆福寿大学・開講式（→５Ｐ）
◆３歳児健診（→19Ｐ）
◆滑川市児童クラブ連合会総会
　19:00～市民交流プラザ

　　　  ◆朝のつどい（ヨーガ）
　　　  ◆サロンコンサート
　　　　 （→５Ｐ）
◆滑川の登録文化財写真展
　（→20Ｐ）※５月６日㈰まで
◆働く婦人の家教養教室開講式
　13:30～働く婦人の家

　　　  

◆１歳６カ月児健診（→19Ｐ）

　　　  
　　　  ◆朝のつどい（体操）
◆みのわ温泉イベント（→５Ｐ）
◆本のおたのしみぶくろ（→５Ｐ）
◆としょかんのたつじん（→５Ｐ）
　※５月13日㈰まで
◆博物館友の会総会（→20Ｐ）

　　　  

◆４カ月児健診・離乳食講習会
　（→19Ｐ）

　　　  

◆福寿大学（→５Ｐ）

　　　  ◆読書手帳をつくろう
　　　　 （→５Ｐ）
◆本のおたのしみぶくろ（→５Ｐ）
◆よもぎ団子を作ろう（→20Ｐ）
◆春のホタルイカ祭り（→26Ｐ）
◆湾岸クルージング  （→26Ｐ）
　※11月 30日㈮まで

　　　    　＜憲法記念日＞　　
　　　 
◆東福寺野自然公園ＧＷイベン
　ト（→５Ｐ）※５日㈷まで
◆あつまれチルドレン（→20Ｐ）
　※６日㈰まで

　　　    　＜みどりの日＞　　
　　　 

　　　    　＜こどもの日＞　　
　　　 
◆朝のつどい（体操）
◆読書手帳をつくろう（→５Ｐ）
◆こどもの日おもてなし茶会
　（→５Ｐ）

　　　  

◆朝のつどい（ヨーガ）

４

11

19 20

28

６ ７

11 12

５

26

13

27

10

８

15 17 18

22

29
５/

１ ５30

21

２

９６

４

９ 10 11

７

24 25

３

16

８

３

12

23

心配

後見

心配

14

行政

就労 人権

就労

法律

法律年金人権

５

法律

※�この日の法律相
談は５/ ２㈬か
ら予約受付
　予約受付時間は
　9:00～ 17:00

税金

登記

年金

　　は新川地区
　の当番を掲載
歯休日当番医 22日㈰ 厚生連滑川病院（外科系）

（常盤町 )☎ 475-1000
　　佐伯歯科医院
 （上市町）☎472-0330

29日㈷ ほたる皮ふ科クリニック
（下　島 )☎ 476-1299

　　前川歯科クリニック
 （立山町）☎462-8118

30日㈪ ひまわりクリニック
（上小泉 )☎ 475-4131

　　モズミ歯科クリニック
 （舟橋村）☎464-2540

５月
  ３日㈷

厚生連滑川病院（内科系）
（常盤町 )☎ 475-1000

　　佐渡歯科医院
 （舟橋町）☎462-0648

４日㈷ 打田内科
（辰　野 )☎ 476-0050

　　夏目歯科医院
 （魚津市）☎0765-22-1843

５日㈷ 吉見病院
（清水町 )☎ 475-0861

　　小熊歯科医院
 （魚津市）☎0765-24-6567

６日㈰ 厚生連滑川病院（外科系）
（常盤町 )☎ 475-1000

　　米山歯科クリニック
 （魚津市）☎0765-24-7811

歯

歯

歯

歯

歯

歯

＊�診療時間は 9:00〜 17:00です。症状などによっては受診できな
い場合があります。当番医にご確認ください。
＊�都合により、当番医が変更になる場合があります。一般医は消防
署（☎475-0180）、歯科医は県歯科保健医療総合センター（☎
433-2039）で確認できます。

月　日 一般医 歯科医
４月
  １日㈰

厚生連滑川病院（内科系）
（常盤町 )☎ 475-1000

　　加藤歯科医院
 （上市町）☎473-1182

８日㈰ 伊井外科医院
（加島町 )☎ 475-1160

　　吉岡歯科医院
 （上市町）☎473-0515

15日㈰ おのうえこどもクリニック
（柳　原 )☎ 475-6677

　　小森歯科医院
 （上市町）☎472-0032

歯

歯

歯歯
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小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
風

邪
を
引
い
た
り
熱
を
出
し
た
り
し
て

も
保
護
者
が
仕
事
の
都
合
な
ど
で
家

庭
で
保
育
で
き
な
い
場
合
に
、
保
護

者
に
代
わ
っ
て
保
育
士
・
看
護
師
が

お
子
さ
ん
を
保
育
・
看
護
す
る
施
設

が
病
児
・
病
後
児
保
育
室
で
す
。

　
４
月
か
ら
、
次
の
２
施
設
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

①�

企
業
主
導
型
保
育
園
「
彩
り
の
杜
」

（
柳
原
）

対　
象　
満
１
歳
以
上
の
未
就
学
児

利�

用
時
間　
月
～
金
曜
の
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
半

料　
金　
１
日
２
５
０
０
円
、
半
日

　
１
３
０
０
円

②�

「
富
山
市
ま
ち
な
か
総
合
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
」（
富
山
市
総
曲
輪
）

対　
象　
満
６
カ
月
以
上
の
未
就
学
児

利�

用
時
間　
月
～
金
曜
の
午
前
７
時

半
～
午
後
７
時

料�　
金　
１
日
２
０
０
０
円
（
※
利

用
時
間
を
問
わ
ず
）

病
　   

児
保
育
室
が
利
用
可
能
に

 
問 
子
ど
も
課
（
内
線
３
２
１
）

（
後
）

◎�

利
用
す
る
際
は
、
利
用
登
録
（
当

日
登
録
可
）
や
医
師
の
「
診
療
情

報
提
供
書
」
が
必
要
で
す
。

◎�

利
用
登
録
手
続
き
は
、
各
施
設
で

直
接
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
手

続
き
に
必
要
な
書
類
は
、
子
ど
も

課
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

◎�

料
金
の
支
払
い
の
際
、「
子
育
て

応
援
券
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

■
「
お
迎
え
型
病
児
保
育
」

　

保
育
所
で
お
子
さ
ん
が
体
調
不
良

に
な
っ
て
も
仕
事
の
都
合
な
ど
で
お

迎
え
に
行
け
な
い
場
合
に
、
保
護
者

に
代
わ
っ
て
、
タ
ク
シ
ー
で
迎
え
に

行
き
、
富
山
市
ま
ち
な
か
総
合
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

す
る
「
お
迎
え
型
病
児
保
育
」
も
利

用
で
き
ま
す
（
※
要
事
前
登
録
）。

対　
象　
満
１
歳
以
上
の
未
就
学
児

料　
金　
１
日
２
０
０
０
円

※�

別
途
、
タ
ク
シ
ー
代
の
４
分
の
１

が
自
己
負
担
（
い
っ
た
ん
タ
ク

シ
ー
代
の
２
分
の
１
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
後
日
子
ど
も
課
に
領

収
証
を
持
参
す

る
と
タ
ク
シ
ー

代
の
４
分
の
１

が
払
い
戻
さ
れ

ま
す
。）

　
１
歳
～
中
学
校
３
年
の
子
ど
も
医

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

 

問 

子
ど
も
課
（
内
線
３
２
５
）

　

祖
父
母
・
孫
、
曽
祖
父
母
・
ひ
孫

が
一
緒
に
博
物
館
な
ど
に
来
館
す
る

と
、
入
館
料
・
観
覧
料
が
無
料
に
な

る
「
孫
と
お
で
か
け
支
援
事
業
」
が

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

対�　
象　
一
緒
に
入
館
す
る
市
内
の

祖
父
母
・
孫
、
曽
祖
父
母
・
ひ
孫

※�
孫
・
ひ
孫
が
市
内
在
住
で
な
い
場

合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

対�

象
施
設　
ほ
た
る
い
か
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
博
物
館
（
有
料
の
企
画
展
）

※�

富
山
市
、
砺
波
市
、
小
矢
部
市
、

南
砺
市
、
射
水
市
、
高
岡
市
、
氷

見
市
の
対
象
施
設

　
に
つ
い
て
は
、
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

孫
と
お
で
か
け
支
援
事
業
に
つ
い
て

 

問 

子
ど
も
課
（
内
線
３
２
６
）

開催日 活動内容 時間 期間 定員

第１土曜

クッキング 10:00 ～ 6 月～翌 2 月 20 人

工作 14:00 ～ 6 月～翌 2 月 15 人

将棋 14:00 ～ 6 月～翌 3 月 15 人

第２土曜 茶道 14:00 ～ 6 月～翌 3 月 20 人

第３土曜
スポーツ体験 10:00 ～ 5 月～翌 3 月 12 人

一輪車 14:00 ～ 6 月～翌 2 月 15 人

第４土曜 手芸 14:00 ～ 6 月～翌 2 月 20 人

不定期 子ども農園体験 10:00 ～ 5 月～ 10 月 15 人

　

児
童
館
「
土
曜
子
ど
も
教
室
」
の

平
成
30
年
度
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

対　
象　
市
内
の
児
童

募
集
期
間　
４
月
５
日
㈭
～
27
日
㈮

※
各
教
室
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申�

込
み　
小
学
校
で
配
布
さ
れ
る
申

込
書
を
児
童
館
に
直
接
提
出
す
る

か
フ
ァ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
込
書
の
必
要
事
項
を
記
載

し
た
メ
ー
ル
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

土
曜
子
ど
も
教
室 

参
加
者
を
募
集

 

問 

児
童
館

 

　 

☎
４
７
５
‐
３
７
０
６

申
込
期
間　
６
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

※�

保
護
者
の
所
得
状
況
な
ど
に
よ
っ

て
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※�

申
込
用
紙
は
窓
口
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
平
成
30
年
度 

奨
学
生

　

経
済
的
な
事
由
に
よ
っ
て
修
学
が

困
難
な
方
に
対
し
、
奨
学
資
金
を
貸

与
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
件
（
①
～
⑥
全
て
）

①�

大
学
、
短
大
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
の
専
門
課
程
、
高
等
学

校
の
専
攻
科
に
在
学
す
る
方

②�

市
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯
に
属

す
る
方

③�

学
費
の
支
払
い
が
困
難
な
方
ま
た

は
世
帯

④
修
学
の
意
欲
が
あ
る
方

⑤
健
康
で
品
行
方
正
か
つ
学
業
成
績

　
が
優
秀
な
方

⑥
出
身
学
校
長
ま
た
は
在
学
す
る
学

　
校
長
の
推
薦
が
あ
る
方

貸
与
額
（
※
返
還
の
必
要
有
り
）

◇
県
内
大
学
な
ど　
月
額
２
万
円

◇
県
外
大
学
な
ど　
月
額
４
万
円

■
平
成
30
年
度 

高
校
生
就
学
支
援
生

　

経
済
的
な
事
由
に
よ
っ
て
修
学
が

困
難
な
方
に
対
し
、
就
学
支
援
金
を

給
与
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
件
（
①
～
⑥
全
て
）

奨
学
生
・
就
学
支
援
生
を
募
集

 

問 

学
務
課
（
内
線
２
５
３
）

①�

高
等
学
校
（
専
攻
科
含
む
）、
高

等
専
門
学
校
に
在
学
す
る
方

②�

市
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯
に
属

す
る
方

③�

学
費
の
支
払
い
が
困
難
な
方
ま
た

は
世
帯

④
修
学
の
意
欲
が
あ
る
方

⑤
健
康
で
品
行
方
正
か
つ
学
業
成
績

　
が
優
秀
な
方

⑥
出
身
学
校
長
ま
た
は
在
学
す
る
学

　
校
長
の
推
薦
が
あ
る
方

給
与
額
（
※
返
還
の
必
要
無
し
）

　
年
額
20
万
円

　

対
象
と
な
る
方
に
は
個
別
に
お
知

ら
せ
を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封
の「
高

齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
予

診
票
及
び
接
種
券
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
指
定
医
療
機
関
で
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

対�　
象　
今
年
度
65
歳
、
70
歳
、
75

歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
に
な
る
方
、
ま
た
は
、

今
年
度
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
な
ど
に
一

定
以
上
の
障
害
の
あ
る
方

※�

過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
方
は
接
種
不
可

実�

施
期
限　
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
実
施
に
つ
い
て

 

問 

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

 

　 

☎
４
７
５
‐
８
０
１
１

　

平
成
30
年
度
（
利
用
期
限
…
平
成

31
年
3
月
31
日
㈰
ま
で
）
の
「
高
齢

者
福
祉
利
用
券
」「
障
が
い
者
福
祉

利
用
券
」「
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
利
用
券
」「
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
る
ｍ
ｙ 

ｃ
ａ
ｒ
無
料
乗
車

券
」
を
福
祉
介
護
課
窓
口
（
市
役
所

西
館
１
階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
対
象
者
に
つ
い
て
は
３
月
号
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
配
布
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

「
高
齢
者
福
祉
利
用
券
」「
障
が
い

者
福
祉
利
用
券
」
な
ど
の
配
布

 

問 

福
祉
介
護
課
（
内
線
３
９
３
）

個
人
負
担
金　
２
０
０
０
円

■
実
施
医
療
機
関

厚
生
連
滑
川
病
院
（
常
盤
町
）

吉
見
病
院
（
清
水
町
）

荒
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
下
小
泉
町
）

伊
井
外
科
医
院
（
加
島
町
）

石
坂
医
院
（
嘉
大
窪
）

岩
城
小
児
科
医
院
（
下
小
泉
町
）

打
田
内
科
（
辰
野
）

お
の
う
え
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク（
柳
原
）

加
積
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
堀
江
）

く
る
ま
た
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
上
小
泉
）

鷹
取
医
院
（
清
水
町
）

長
崎
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
（
上
小
泉
）

長
治
整
形
外
科
医
院
（
加
島
町
）

中
村
内
科
医
院
（
中
川
原
）

ひ
ま
わ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
上
小
泉
）

毛
利
医
院
（
四
間
町
）

　

国
民
年
金
の
加
入
や
国
民
年
金
保

険
料
免
除
・
納
付
猶
予
、
学
生
納
付

特
例
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
な

ど
の
年
金
関
係
の
届
け
出
に
つ
い

て
、
3
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
に
よ
る
年
金
関
係
の
届
け

出
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
の
際
に
、
本
人
確
認
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
確
認

を
す
る
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
免
許
証

な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
基
礎
年
金
番
号
に
よ
る
届

け
出
も
引
き
続
き
可
能
で
す
。

 

問 

学
校
給
食
共
同
調
理
場

 

　 

☎
４
７
５
‐
３
７
０
７

 

問 

市
民
課
（
内
線
３
１
４
）

　  

魚
津
年
金
事
務
所

 

　 

☎
０
７
６
５
‐
24
‐
５
１
５
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
で

年
金
関
係
の
届
け
出
が
可
能
に

※�

本
人
、
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
、
運
転

免
許
証
、
障
害
者
手
帳
な
ど
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象

者
の
親
族
の
方
と
地
区
民
生
委
員

に
限
り
、
代
理
で
受
け
取
れ
ま
す
。

広告

育児・健康・福祉滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111

利�

用
方
法　
入
館
の
際
に
所
定
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

療
費
助
成
に
つ
い
て
、
４
月
診
療
分

か
ら
、
富
山
市
・
舟
橋
村
・
上
市
町
・

立
山
町
内
の
医
療
機
関
で
も
福
祉
医

療
費
請
求
書
（
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
）

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（
こ
の
ほ
か
、
黒
部
市
民
病
院
で
も
利

用
で
き
ま
す
）。
な
お
、
こ
れ
ら
以

外
の
医
療
機
関
で
は
従
来
ど
お
り
、

い
っ
た
ん
医
療
費
を
お
支
払
い
た
だ

き
、
後
日
子
ど
も
課
へ
請
求
す
る
償

還
払
い
と
な
り
ま
す
。

出掛けてみませんか？ あります、お宝と掘り出し物。 

骨 董 ふ り ま 
毎月、最終土曜日、日曜日、朝９時から夕４時まで開催中 

    絵画、掛軸、珍品、有名作家工芸品、骨董品 

骨董品の展示即売を開催しています。買取歓迎します。 

場所 旧国道沿 滑川市瀬羽町１８６０ 旧宮崎酒造跡（ぼんぼこさ） 
主催 滑川宿まちなみ保存と活用の会 ・ 滑川骨董ふりま実行委員会 
協賛 滑川市観光協会    問合せ 090-2126-7725椎名 

養照寺さんの駐車場をご利用いただけます。 
広告

  橋場 骨　董　ふ　り　ま
！出掛けてみませんか？ あります、お宝と掘り出し物。 

骨 董 ふ り ま 
毎月、最終土曜日、日曜日、朝９時から夕４時まで開催中 

    絵画、掛軸、珍品、有名作家工芸品、骨董品 

骨董品の展示即売を開催しています。買取歓迎します。 

場所 旧国道沿 滑川市瀬羽町１８６０ 旧宮崎酒造跡（ぼんぼこさ） 
主催 滑川宿まちなみ保存と活用の会 ・ 滑川骨董ふりま実行委員会 
協賛 滑川市観光協会    問合せ 090-2126-7725 椎名 

養照寺さんの駐車場をご利用いただけます。 
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業�

務
内
容　
市
役
所
で
の
手
話
通
訳・

聴
覚
障
が
い
者
か
ら
の
相
談
対

応
、
手
話
関
連
事
業
の
企
画
・
運

営
、
市
の
行
事
な
ど
で
の
手
話
通

訳
、
そ
の
他
障
が
い
者
福
祉
に
関

す
る
業
務

募
集
人
数　
１
人

賃　
金　
月
額
16
万
円
程
度
（
予
定
）

※
通
勤
手
当
・
期
末
手
当
有
り

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入

応�

募
要
件　
手
話
通
訳
士
ま
た
は
富

山
県
の
手
話
通
訳
者
の
登
録
を
さ

れ
て
い
る
方

雇
用
期
間　
平
成
30
年
６
月
１
日
㈮

　
～
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰
（
予
定
）

就�

業
時
間　
毎
週
月
～
金
曜
の
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
15
分
（
行
事

な
ど
の
た
め
土
日
祝
日
勤
務
有
り
）

※�
週
30
時
間
程
度
の
勤
務

申�
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
６
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
写
真
を
貼
り
付
け
、
応

募
要
件
が
確
認
で
き
る
も
の
を
添

え
て
提
出
（
郵
送
可
）

※�

申
込
者
に
は
面
接
日
（
５
月
中
旬

を
予
定
）
を
案
内
し
ま
す
。

申
込
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

専
任
手
話
通
訳
者
（
嘱
託
）
を
募
集

 

問 

福
祉
介
護
課
（
内
線
３
９
５
）

　

高
齢
者
を
特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法

な
ど
の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
固
定

電
話
の
通
話
録
音
装
置
（
防
犯
用
電

話
自
動
応
答
録
音
ア
ダ
プ
タ
ー
）
を

無
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

対�　
象　
65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構

成
す
る
世
帯
、
日
中
65
歳
以
上
の

方
の
み
と
な
る
こ
と
が
多
い
世
帯

貸
出
期
間　
１
年
間　
※
更
新
可

申�

請
方
法　
所
定
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
（
運
転

免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
の

提
示
が
必
要
）

高
齢
者
に
対
す
る
通
話
録
音
装
置

の
無
償
貸
出
し
に
つ
い
て

 
問 
生
活
環
境
課
（
内
線
３
３
３
）

　
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」（
医
療
費

通
知
）
は
、
今
回
の
４
月
送
付
分
か

ら
、
所
得
税
・
住
民
税
の
医
療
費
控

除
の
申
告
手
続
で
明
細
書
と
し
て
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
医
療
費
助
成
を
受
け
た

分
（
子
ど
も
医
療
費
助
成
、
妊
産
婦

医
療
費
助
成
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
、
重
度
心
身
障
害
者
等
医

療
費
助
成
な
ど
）
は
、
医
療
費
控
除

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

お
知
ら
せ
は
確
定
申
告
の
時
期
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

「
医
療
費
通
知
」
に
つ
い
て
は
市

民
課
医
療
保
険
係
、「
医
療
費
控

除
」
に
つ
い
て
は
税
務
課
市
民
税

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
の
「
医
療
費
通
知
」
に
つ
い
て

 
問 
市
民
課
（
内
線
３
８
４
）

 

　  

税
務
課
（
内
線
２
３
７
）

　

福
祉
介
護
課
・
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
に
、補
聴
装
置
の
「
磁

気
誘
導
ル
ー
プ
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
）」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
マ
イ
ク
を
通
し
た
音
声

を
直
接
補
聴
器
に
伝
え
る
こ
と
に
よ

り
、
周
囲
が
騒
が
し
く
て
も
音
声
を

聞
こ
え
や
す
く
す
る
装
置
で
、
公
共

補
聴
器
を
お
使
い
の
方
へ

 

問 

福
祉
介
護
課
（
内
線
３
９
７
）

　

自
分
の
好
き
な
野
菜
や
花
の
栽
培

を
通
じ
て
土
に
触
れ
、
農
産
物
を
育

て
る
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
滑
川
市
民
農
園
を
開
設
し
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
上
小
泉
地
内

※
今
年
か
ら
市
民
農
園
の
場
所
が
変

　
わ
り
ま
す
。

広　
さ　
１
区
画
当
た
り　
約
20
㎡

募
集
数　
20
区
画
（
募
集
枠
に
達
し

　
次
第
締
切
り
）

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

 

問 

農
林
課
（
内
線
３
５
２
）

　
集
落
・
地
域
が
抱
え
る
「
人
と
農
地

の
問
題
」
を
解
決
す
る
た
め
、
３
月

23
日
に
検
討
会
を
開
催
し
、「
滑
川
市

人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
更
新
し
ま
し

た
。
更
新
し
た
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

よ
り
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
も
の
と

な
る
よ
う
に
随
時
見
直
し
ま
す
。
プ

ラ
ン
は
農
林
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
更
新

 

問 

農
林
課
（
内
線
３
５
２
）

　

春
は
ク
マ
が
冬
眠
か
ら
目
覚
め
、

食
べ
物
を
求
め
て
活
発
に
行
動
し
ま

す
。
県
内
の
山
間
地
域
は
ク
マ
の
生

息
地
な
の
で
、
ど
こ
の
山
で
も
ク
マ

に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

山
に
出
掛
け
る
際
は
、
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◇
ク
マ
の
行
動
が
活
発
な
朝
夕
は
山

　
中
に
入
ら
な
い
。

◇
単
独
行
動
を
避
け
、
グ
ル
ー
プ
で

　
行
動
す
る
。

◇
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
鳴
る
も
の

　

を
携
行
し
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在

　
を
知
ら
せ
る
。

◇�

子
グ
マ
を
見
た
ら
そ
っ
と
立
ち
去
る
。

◇
山
菜
採
り
は
ほ
ど
ほ
ど
に
す
る
。

※�

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
や
、
ク
マ

の
痕
跡
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
直

ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

問 

学
校
給
食
共
同
調
理
場

 

　 

☎
４
７
５
‐
３
７
０
７

 

問 

農
林
課
（
内
線
３
５
３
）

　  

滑
川
警
察
署

 

　 

☎
４
７
５
‐
０
１
１
０

冬
眠
明
け
の
ク
マ
に
注
意
！

区分 基準収量 賃借料 地区平均収量による区分
（参考）

田
　
の
　
部

１ 470㎏　 0円
２ 480㎏　 2,000円 滑川地区 ･山加積地区
３ 490㎏　 4,000円 東加積地区 ･中加積地区
４ 500㎏　 6,000円 北加積地区 ･西加積地区
５ 510㎏　 8,000円 浜加積地区 ･早月加積地区
６ 520㎏　 10,000円

転作田・畑地の部 賃借料を定めない

作　　業　　名 単位 料金

耕
　
　
転

トラクター（耕起～代かき） 10 a 14,200円
個
別
作
業

耕起 10 a 7,800円
代かき（荒くり作業含む） 10 a 8,000円

秋おこし（耕起・溝切） 10 a 8,000円
トラクター（あぜ塗り） １ｍ 75円

田
植

田植機 10 a 7,000円
側条施肥田植機 10 a 8,000円
コンバイン 10 a 20,200円

動力散布（薬剤散布） 10 a １回当たり800円
労
力

田植、あぜ塗り、稲刈、
その他の労働 １日 7,600円～ 10,000円

乾燥・調製 水稲 60㎏ 乾燥1,700円
調製 　700円

■ 農地参考賃借料（10 ａ当たり）
○�賃借料は、当該農地の収量や生産条件
　などを考慮し、当事者間で決定してください。
○�この賃借料はあくまでも目安であり、20a～ 30a の整備
田での水稲作を基準としたものです。

平成 30 年分 農地参考賃借料・農作業標準料金
  問 農業委員会（内線351）

施
設
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
装
置
を
通
じ
た
音

声
を
聞
く
た
め
に
は
、
補
聴
器
の
ス

イ
ッ
チ
を
「
Ｔ
」
か
「
Ｍ
Ｔ
」
に
合

わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
設
定
に

関
す
る
詳
細
は
、
補
聴
器
の
購
入
先

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧

　

市
内
の
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産

税
の
納
税
者
の
方
は
市
内
の
土
地
・

家
屋
の
価
格
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

※�

自
己
の
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容

は
、
納
税
通
知
書
に
添
付
の
課
税

明
細
書
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

期　
間　
４
月
２
日
㈪
～
５
月
１
日
㈫

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

市
内
の
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産

税
の
納
税
義
務
者
の
方
は
、
自
己
の

資
産
ま
た
は
借
地
・
借
家
に
関
す
る

記
載
箇
所
を
閲
覧
で
き
ま
す
。借
地
人・

借
家
人
の
方
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
う
ち
、
借
り
て
い
る
土
地
と
家

屋
部
分
に
つ
い
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
い
ず
れ
も
証
明
書
の
発
行
は
有
料
）

�

※�

縦
覧
・
閲
覧
の
際
は
、
運
転
免
許

証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
と
印
鑑

（
認
め
印
可
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

借
地
・
借
家
人
の
方
は
契
約
書
な

ど
権
利
が
確
認
で
き
る
書
類
、
代

理
人
の
方
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

平
成
30
年
度 

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

 

問 

税
務
課
（
内
線
２
３
５
）

育児・健康・福祉・ほかくらしの情報
■ 農作業標準料金
○�標準料金は、環境条件が整った圃場（１区画30aの整備田）
を基準に設定しており、未整備田や変形田、強湿田、倒伏田、
遠距離田などの農作業料金は当事者間で決定してください。

○�コンバインについては、収穫物の運賃は別途料金とします。
○�麦･大豆のコンバインは、水稲のコンバイン料金に準じます。

　

昨
年
度
下
水
道
工
事
を
完
了
し
た

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

 
問 

上
下
水
道
課
（
内
線
４
４
２
）

区
域
で
、
４
月
か
ら
下
水
道
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
は
、
清
潔
で
快
適
な
生
活

環
境
を
確
保
し
、
河
川
や
海
の
水
質

保
全
を
図
る
も
の
で
す
。
新
た
に
対

象
区
域
と
な
っ
た
地
域
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を

速
や
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

※�

下
水
道
の
接
続
工
事
に
は
次
の
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
水
洗
化
推
進
事
業
補
助
金
制
度

補
助
要
件
（
次
の
①
～
③
の
全
て
）

①��

世
帯
全
員
に
所
得
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
こ
と

②�

世
帯
全
員
が
市
税
、
水
道
料
金
、

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

③�

下
水
道
供
用
開
始
の
告
示
後
３
年

以
内
の
工
事
で
あ
る
こ
と

対�

象
工
事　
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た

は
汲
み
取
り
で
し
尿
を
処
理
し
て

い
る
家
屋
の
排
水
を
下
水
道
に
接

続
す
る
工
事
（
※
併
せ
て
実
施
す

る
水
洗
便
所
へ
の
改
造
や
雑
排
水

の
排
水
工
事
も
対
象
）

補
助
率　
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費

　
の
３
分
の
１（
限
度
額
１
件
40
万
円
）

そ
の
他

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
お
宅
は
対
象

外
で
す
。

　

申
請
は
、
工
事
前
に
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
工
事
費
の
一
部
が
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

利
子
補
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
融
資
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
農
繁

期
で
す
が
、
本
市
特
産
・
ホ
タ
ル
イ

カ
の
漁
の
最
盛
期
に
も
あ
た
り
ま

す
。
ホ
タ
ル
イ
カ
は
濁
っ
た
水
を
嫌

う
性
質
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農
耕
の

際
に
は
で
き
る
限
り
泥
水
を
流
さ
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
タ
ル
イ
カ
漁
へ
の
配
慮
を

 
問 
商
工
水
産
課
（
内
線
３
４
２
）

　

空
き
地
・
空
き
家
を
含
む
敷
地
・

家
屋
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

と
、
周
辺
の
美
観
を
損
ね
る
だ
け
で

な
く
、
害
虫
の
発
生
や
不
法
投
棄
、

火
災
、
通
行
妨
害
な
ど
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

近
隣
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
な

い
よ
う
、
所
有
者
・
管
理
者
は
草
刈

り
を
定
期
的
に
行
う
な
ど
、
責
任
を

持
っ
て
適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

空
き
地
・
空
き
家
の
適
正
管
理
を

 

問 

生
活
環
境
課
（
内
線
３
３
２
）

 

　 

ま
ち
づ
く
り
課
（
内
線
４
３
５
）

利
用
料
金　
３
０
０
０
円
（
１
区
画
）

利
用
期
間　
５
月
中
旬
か
ら
12
月
末

申
込
期
限　
４
月
27
日
㈮
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各
地
区
で
懇
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
提
言
し
た
い
こ
と
や
日
ご

ろ
感
じ
て
お
ら
れ
る
課
題
、
ご
意
見

な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

と　
き

　
◇
西
加
積
地
区　
　
４
月
17
日
㈫

　
◇
北
加
積
地
区　
　
４
月
25
日
㈬

　
◇
東
加
積
地
区　
　
４
月
26
日
㈭

　
◇
滑
川
東
地
区　
　
５
月
８
日
㈫

　
◇
中
加
積
地
区　
　
５
月
11
日
㈮

　
◇
早
月
加
積
地
区　
５
月
14
日
㈪

　
◇
浜
加
積
地
区　
　
５
月
15
日
㈫

　
◇
滑
川
西
地
区　
　
５
月
23
日
㈬

　
◇
山
加
積
地
区　
　
５
月
25
日
㈮

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　
各
地
区
公
民
館

「
市
長
と
語
る
会
」
を
開
催
し
ま
す

 
問 
企
画
政
策
課
（
内
線
２
２
２
）

　

市
で
は
、
地
域
の
団
体
が
創
意
工

夫
や
熱
意
を
持
っ
て
積
極
的
に
取
り

組
む
ソ
フ
ト
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
対
象
事
業
や
経
費
な
ど

に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
町
内
会
や
地
区
自
治
会
の
ほ
か
、

　

地
域
住
民
で
組
織
す
る
団
体
も
対

　
象
と
な
り
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
協
働
の
ま
ち

推
進
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

 

問 

企
画
政
策
課
（
内
線
２
２
３
）

　

職
員
な
ど
を
派
遣
し
、
市
の
様
々

な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
す
る
講
座
で

す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
10
テ
ー
マ
75
講
座

あ
り
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
外
の
内
容
に

つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受�

講
対
象　
お
お
む
ね
10
名
以
上
が

集
ま
る
市
内
の
団
体

実�

施
日　
年
末
年
始
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
８
時
の
間
で
約
1
時
間

※�

会
場
の
確
保
は
申
込
者
が
行
っ
て

く
だ
さ
い
（
市
内
限
定
）。

※�

希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
い
き
い
き
市
政
講
座
」
の
ご
案
内

 

問 

企
画
政
策
課
（
内
線
２
２
１
）

入札日
（開札日）

入札
番号 区分 工事名 予定価格 (円 ) 落札金額 (円 ) 落札率  （％） 落札業者

８日 187 指名 滑川公共下水道事業舗装本復旧（その２）工事 6,897,960 6,674,400 96.8 八倉巻建設
８日 188 指名 都市計画道路加島町下島線（１工区）道路改良工事その２ 8,914,320 8,856,000 99.3 ㈱古栃建設
15日 190 指名 治郎部公園遊具設置工事 2,567,160 2,322,000 90.5 ㈱今家工務店
22日 192 指名 市道開栃山線外道路区画線設置工事 2,742,120 2,592,000 94.5 ㈱アイズ総合
22日 193 指名 観光遊覧船乗場案内看板標識工事 2,991,600 2,916,000 97.5 交通設備㈱滑川支社

工事計 24,113,160 23,360,400 96.9

入札日
（開札日）

入札
番号 区分 物品名 予定価格 (円 ) 落札金額 (円 ) 落札率  （％） 落札業者

22日 194 指名 学校給食共同調理場等白灯油購入（その７） ― 74.7 ― 島石油㈱

22日 195 指名 市有施設管理用白灯油購入（その６） ― 77.5 ― 米原商事㈱エネルギー
部滑川給油所

物品計 ― 152.2 ―

入札日
（開札日）

入札
番号 区分 業務委託名 予定価格 (円 ) 落札金額 (円 ) 落札率  （％） 落札業者

８日 185 指名 下水道施設各ポンプ場等清掃業務委託 ― 1,458,000 ― ㈱公生社
22日 191 指名 農業集落排水事業早月川東部地区下水道本管管口カメラ調査（その２）業務委託 ― 648,000 ― ㈱田中商会

業務委託計 ― 2,106,000 ―

　入札・契約業務における透明性・公平性の一層の向上を図るため、
市の入札状況を掲載しています。
※一部例外を除き工事以外の入札では予定価格を公表していません。
※一般競争入札は工事にのみ導入しています。

平成 30 年２月の入札状況
  問 財政課 財産管理係（内線263）

 ※予定数量16,000ℓ

 ※予定数量14,800ℓ

◇
随
時
、
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 　 　 　 　 　☎ 476‐6565
〈開所時間〉9:00～12:00、13:00～15:30（平日）
　　　　　　9:00 12:00（第１・３土曜日）
※３歳以下の子どもと保護者であれば誰でも利用できます。

利用時間変更のお知らせ
　４月11日㈬は、午後のみ利用できます。

平成30年度親子サークル登録者募集
　木曜日（10:15 ～ 12:00）に開催する親子サーク
ルで、0歳児 ( 第３木曜 )、1歳児 ( 第１木曜 )、2歳
児 (第２・４木曜 )の年齢別での開催を予定しています。
　定員はそれぞれ親子 20組ですが、申込みが定員に
達しなかった場合は、合同開催となる場合があります。

４月の催し
■赤ちゃんサロン（０歳～１歳６カ月頃）※約２時間
　  ３日㈫10:15～　絵本・ふれあい遊び・身体測定
　17日㈫10:15～　ペープサート（紙人形劇）・手遊び
■キッズサロン（１歳６カ月以上）※約２時間
　10日㈫10:15～　絵本・ふれあい遊び・身体測定
　24日㈫10:15～　こいのぼり作り・手遊び
育児相談（月～金曜日）
　電話や面談による個別相談を行っています。
※�各保育所・幼稚園でも、未就園のお子さんと保護者対象
の行事や育児相談などの子育て支援を実施しています。

※�子育て支援センターは「あずま
保育所」内にあります。

市 民 健 康 セ ン タ ー 　 　 　 　 　☎ 475‐8011

健
康
診
査

４カ月児健康診査・離乳食講習会
 26 日㈭　受付13:10～ 13:30
　対象は平成29年 12月生まれの子
１歳６カ月児健康診査
 19 日㈭　受付13:10～ 13:30
　対象は平成28年９月生まれの子
　※日常使用している歯ブラシをお持ちください。
３歳児健康診査
 13 日㈮　受付12:45～ 13:20
　対象は平成26年 10月生まれの子

母
子
・
成
人
保
健
教
室
・
相
談

すこやか子育て相談会（身体測定、子育て相談）
　５日㈭    9:30 ～ 11:30
 11 日㈬、25日㈬  13:30 ～ 15:30
　※予約不要（25日㈬は栄養相談あり）
ほっと安心産後ルーム
　９日㈪、16日㈪、23日㈪ 9:30～ 11:30
　対象は産後４カ月頃までのママと赤ちゃん
ジャングルジム（親子の遊び教室）
 11 日㈬ 9:00 ～ 9:30
　※今回の会場は子育て支援センターです。
ほたるっこ広場（言語・発達相談）
 23 日㈪ 13:00～ 15:30
糖尿病健康相談　※個別対応で随時開催
 夜間の相談を希望される方もご相談ください。

そ
の
他

虫歯予防フッ素塗布
　５日㈭、17日㈫　受付 13:15〜 13:45
　対象は１歳６カ月児健康診査で説明を受けた方
　※新しい歯ブラシをお持ちください。

対象は事前案内を受けた親子

対象は事前案内を受けた親子

人口と世帯 [3.1現在]
◎ 人　　口　　33,320 [△19]（△  96）
◎ 　 男 　　　16,286 [△ 4]（△  28）
◎ 　 女 　　　17,034 [△15]（△  68）
◎ 世 帯 数　　12,224 [＋ 6]（＋111）
※[　　]は前月比（　　）は前年同月比
※人口・世帯数は、外国人住民を含んでいます

市内の交通事故状況 [2.1～2.28]
◎ 事故件数　　  6件 ＜ 9件＞（△  1）
◎ 死　　者　　  0人 ＜ 0人＞（　－　）
◎ 負 傷 者　　  6人 ＜ 10人＞（△  2）
※＜　＞は平成30年累計　（　　）は前年同月比

市内の火事・救急発生件数 [2.1～2.28]
◎ 火災　件　数　  　0件 ＜ 0件＞（△ 2）
 　　　　死　者　  　0人 ＜ 0人＞（△ 1）
 　　　　負傷者　  　0人 ＜ 0人＞（　－　）
◎ 救 助 件  数　  　0件 ＜ 0件＞（　－　）
◎ 救 急 件  数　  99件 ＜ 219件＞（＋ 12）
※＜　＞は平成30年累計　（　　）は前年同月比　

ゆずります
求めます

◆求めます
　無料  ◦エレクトーン（小型） 　　　　　　◦一輪車
　　　  ◦スキー用具（スキー板、スキー靴、ストック）
　　　  　※小学校低学年用２セット、高学年用１セット
　　　  ◦男子用スキーウェア ※身長120cm目安
　　　  ◦西加積認定こども園男子制服（帽子含む）、体操服
　　　　 （夏、冬用）、遊び着（長袖、ノースリーブ）※身長120cm目安
　応談 ◦瞬間湯沸かし器

　譲りたい物や探し
ている物がある方は
ご連絡ください。

生活環境課（内線332）

　
　
　
黒
﨑　
正
大

　

こ
の
ほ
か
、
60
人
の
方
々
か
ら

ご
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
石
坂　
和
子
（　
栗　
山　
）

　
　
　
渡
邉　
章
範
（
田
中
新
町
）

（
故
）
大
塲
美
千
代
（
領　
家　
町
）

（
故
）
魚
躬
ヱ
ミ
子
（
田
中
新
町
）

（
故
）
上
田
須
美
代
（　
大　
窪　
）

（
故
）
森
田
志
美
夫
（
中　
川　
原
）

　
　
　
地
域
食
堂
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　
匿
名
希
望　
１
件

善
意
の
窓

２
月
16
日
～
３
月
15
日

　
市
の
社
会
福
祉
事
業
、
善
意
銀
行
、

教
育
事
業
な
ど
に
、次
の
方
々
か
ら

ご
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ふ
る
さ
と
滑
川
応
援
寄
附
金

　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

　

町
内
会
が
交
通
安
全
対
策
な
ど
の

た
め
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
街
灯
を
新
設

す
る
場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
が
、
４
月
か
ら
は
蛍
光
灯
な
ど

の
街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
更
新
す
る

場
合
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

※�

設
置
後
の
電
気
代
、
維
持
管
理
な

ど
に
掛
か
る
費
用
は
、
町
内
会
負

担
で
す
。

 

問 

建
設
課
（
内
線
４
２
３
）

くらしの情報施設だより ほか

街
灯
整
備
の
補
助
対
象
が
拡
大

 

問 

建
設
課
（
内
線
４
２
３
）

◆
定
住
促
進
住
宅

※�

金
額
は
い
ず
れ
も
月
額
の
入
居
者

負
担
額
（
駐
車
場
代
は
別
）
で
す
。

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
吾
妻

▽
１
～
５
階
３
Ｄ
Ｋ　
44
戸

　
４
万
円

◉
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
北
野

▽
１
～
５
階
３
Ｄ
Ｋ　
49
戸

　
４
万
４
０
０
０
円

◆
市
営
住
宅

※�

金
額
は
い
ず
れ
も
月
額
の
入
居
者

負
担
額
で
す
。

◉
荒
俣

▽
２
～
３
階
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
３
戸

　
２
万
円
～
３
万
６
３
０
０
円

▽
１
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
２
万
５
０
０
０
円
～
３
万
７
２
０
０
円

◉
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
有
磯

▽
１
～
３
階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
５
戸

　
４
万
６
０
０
０
円
～
６
万
８
０
０
０
円

▽
２
～
３
階
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
２
戸

　
６
万
１
６
０
０
円
～
８
万
８
６
０
０
円

申
込
期
限　
４
月
13
日
㈮

抽
選
日　
　
４
月
20
日
㈮

入
居
可
能
日　
５
月
９
日
㈬
以
降

※
申
込
み
は
窓
口
で
（
電
話
不
可
）

公
営
住
宅
　
入
居
者
募
集

 

問 

ま
ち
づ
く
り
課
（
内
線
４
３
３
）

※�

申
込
用
紙
・
講
座
メ
ニ
ュ
ー
表
は

窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

～
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俳
句
ポ
ス
ト
３
月
の
入
選
句

選
者　
中
屋　
敏
子

　
一
般
の
部
（
投
句
数
24
句
）

大
寒
や
朝
一
番
の
厨
に
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
渕　
西
村　
久
栄

笑
み
た
も
ふ
五
百
羅
漢
や
顔
に
雪　
　
　
　
　
　
田
中
新
町　
松
尾　
浩
子

　
小
・
中
学
生
の
部
（
投
句
数
５
５
３
句
）

ひ
な
あ
ら
れ
た
べ
た
く
な
る
よ
い
ろ
ん
な
色　
田
中
小
２
年　
江
尻　
結
香

ひ
し
も
ち
は
ま
ん
な
か
き
っ
て
も
三
色
だ　
　
田
中
小
２
年　
大
熊　
彩
葉

て
っ
ぺ
ん
に
お
だ
い
り
さ
ま
と
お
ひ
な
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
加
積
小
２
年　
地
田　
彩
星

ち
ら
ち
ら
と
き
れ
い
な
音
を
な
ら
す
雪　
　
北
加
積
小
３
年　
杉
本　
優
羽

風
を
き
る
白
鳥
親
子
青
い
空　
　
　
　
　
　
　
西
部
小
４
年　
梅
原
悠
樹
斗

も
も
色
の
つ
ぼ
み
が
三
つ
桜
の
木　
　
　
　
東
加
積
小
５
年　
芦
塚　
俐
心

じ
ゃ
り
の
道
つ
く
し
が
い
つ
も
せ
い
く
ら
べ　
寺
家
小
６
年　
金
子　
舞
桜

つ
く
し
た
ち
土
の
中
か
ら
こ
ん
に
ち
は　
　
　
寺
家
小
６
年　
水
野
瑚
々
奈

赤
と
白
家
の
花
び
ん
に
梅
の
花　
　
　
　
　
　
西
部
小
６
年　
池
内　
彩
乃

節
分
だ
お
こ
っ
た
親
に
豆
な
げ
る　
　
　
　
東
加
積
小
６
年　
酒
井　
　
瞭　

三
月
だ
「
あ
り
が
と
」
の
歌
聞
こ
え
る
よ　
　
南
部
小
６
年　
大
橋
優
太
郎

春
の
服
モ
ノ
ク
ロ
の
町
華
や
か
に　
　
　
　
　
滑
川
中
２
年　
河
田　
日
和

山
と
海
胸
透す

く
ご
と
く
居
坐す

わ

り
て
抱
き
て
教
ふ
る
四
季
の
移
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

下
小
泉
町　
高
田
い
く
の

「
よ
ー
い
ど
ん
」
と
競
ふ
こ
と
な
き
緩
や
か
さ
老ろ

う

の
歩
み
は
春
の
誘
ひ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

田
中
町　
中
田　
典
子

開
け
放
つ
窓
よ
り
ふ
う
わ
り
梅
の
香
が
入
り
て
来
た
り
ぬ
飛ひ

て
ん天
群
れ
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

上
小
泉　
毛
利　
　
豊

弥
生
み
つ
か
雛ひ

な

を
並
べ
る
古
民
家
に
カ
チ
ュ
ウ
シ
ャ
の
歌
ひ
び
か
せ
て
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
穂
町　
山
崎
千
夜
子

早
春
賦
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
ひ
か
れ
公
園
へ
三
時
を
告
ぐ
る
カ
リ
ヨ
ン
や
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

吾
妻
町　
山
田
た
か
子

〈
俳
　
句
〉

鯛
焼
を
食
べ
て
泳
が
す
わ
れ
は
海　
　
　
　
　
　

 

坪
川　
岩
城　
美
惠

嫁
入
り
に
持
た
せ
し
父
母
や
雛
飾
る　
　
　
　

 　
北
野　
島
井　
律
子

ひ
も
す
が
ら
雪
解
し
づ
く
の
軒の

き
は端
よ
り　
　
　

 　
中
町　
平
田
ミ
ド
リ

春
め
く
や
あ
う
む
返
し
に
嬰や

や

の
こ
ゑ　
　
　
　

 

中
野
島　
湯
口
し
ず
え

装
う
て
和わ

け
い
せ
い
じ
ゃ
く

敬
静
寂
初
点て

ま
え前　
　
　
　
　
　
　
　

 　
北
野　
谷
口
ふ
み
子

雨
空
の
ど
こ
か
に
春
は
来
て
い
た
り　
　
　

 

高
塚
曙
町　
中
嶋　
幸
子

ゆ
う
ゆ
う
と
春
が
来
て
い
る
日
曜
日　
　
　
　
　

 

菰
原　
近
藤　
渥
子

平ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
昌
に
鼓
舞
す
る
メ
ダ
ル
桜は

な

が
咲
く　
　
　

 　
四
ツ
屋　
松
井　
博
文

昨
日
ま
で
蕾つ

ぼ
み

し
も
の
を
梅
咲わ

ら

う　
　
　
　
　
　
　

 

中
野　
湯
沢　
清
風

露ろ
ざ
ぶ
つ
座
佛
の
優
し
き
お
ン
目
春
う
ら
ら　
　
　
　

 　
高
塚　
松
本　
君
子

残
雪
や
家
路
に
遠
き
新
幹
線　
　
　
　
　
　
　
　

 

北
野　
澤
田
富
美
子

奥
能
登
の
春
童
謡
を
口
ず
さ
む　
　
　
　
　
　

 　
北
野　
大
浦　
邦
子

卒
業
や
疾と

う
に
身
の
丈
抜
か
れ
ゐ
て　
　
　
　
　

 

辰
野　
高
橋
せ
つ
子

ド
ロ
ッ
プ
の
色
の
い
ろ
い
ろ
花は
な
一い
ち
華げ　
　
　
　

 　
追
分　
古
小
路
憲
子

春
暁
や
尾
根
と
見
違
ふ
青
き
雲　
　
　
　
　
　

 

常
光
寺　
横
山　
優
子

瑠
璃
透
き
て
届
く
七
色
春
の
色　
　
　
　
　

 　
加
島
町　
志
摩　
一
美

雪
割
草
あ
な
た
の
夢
を
叶
へ
ま
せ
う　
　
　
　

 

加
島
町　
中
村　
真
澄

雪
と
け
て
青
葉
若
葉
甦よ

み
が
えり　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

菰
原　
碓
井　
公
雄

山
笑
ふ
小
瓶
の
中
の
金
平
糖　
　
　
　
　
　
　

 

吾
妻
町　
吉
﨑　
陽
子

七
十
路
の
試
さ
る
る
春
免
許
替
へ　
　
　
　
　

 

中
川
原　
新
堀
由
美
子

春
寒
し
海
に
向
き
た
る
六
地
蔵　
　
　
　
　
　
　

 

下
島　
山
西　
澄
子

●�広報誌はとても見やすく、印刷もきれいで毎
月楽しみにしています。　　Ｍ.Ｋさん（男性）
　　　　　　▶�担当者は、皆さんからのお便り

が励みになるので、毎月とても
楽しみにしているみたい♡この
４月号からは各施設の情報をま
とめた「施設だより」、俳句・
短歌やVoice、広報クイズをま
とめた「みんなの広場」を新設
するなど、レイアウトの改善に
取り組んでいるよ☆これからも
広報なめりかわをよろしくね！

●�広報クイズは毎月どのぐらいの応募があるの
でしょうか？ 　　　　　 　Ｋ.Ｔさん（男性）
　　　　　　▶�応募数は月によってかなり違っ

て、数十件の月もあれば、百件
以上になる月もあるんだって！
応募は、問題が簡単だと多くて、
逆に難しいと少ない傾向がある
みたいだけど、出題内容は原則、
誌面で紹介されていて、皆さん
に知っていただきたいことばか
りなので、ぜひ挑戦してほしい
な♡

Ｖｏｉｃｅ
皆さんからの“声”を紹介

〈開館時間〉9:00～19:00　※土･日･祝日は18:00まで

図 書 館 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

郷土資料寄贈のお願い
　市に関する資料、市内の団体・個人の方が発行された記念誌
や郷土誌、自費出版の図書などを積極的に収集しています。貴
重な資料を後世に伝えていくため、ご協力をお願いします。
新着図書案内　※新着図書は図書館HPでもご確認できます。

　□完パケ！　　　　　　額賀　　澪
　□地検のＳ　　　　　　伊兼源太郎
　□修羅の都　　　　　　伊東　　潤　 　　　　　ほか
４月の催し
■読書会　３階　28日㈯ 13:30～
　○「草原の記」 司馬遼太郎 著　　　　　　　　　　
　　　　　  講師　遠藤　稔 さん
■グループ研修　３階
　○源氏物語を読む　　７日㈯ 10:00～
　○古文書を楽しむ会  14日㈯ 13:30～
　○群読（集団朗読）   ８日㈰、22日㈰ 10:15～

子 ど も 図 書 館 　   　 　 　 　 　 　 　

〈開館時間〉9:00～19:00　※土･日･祝日は18:00まで
新着図書案内　※新着図書は子ども図書館HPでもご確認できます。

　□みんなでたのしむまよいみち　　  安野　光雅
　□パディントンのどろぼう退治　　　  マイケル・ボンド
　□そうだったのか！しゅんかん図鑑  伊知地国夫    ほか
４月の催し
■おはなし会　毎週土曜日 11:00～ 
　※第４土曜日のみ15:00～も実施
■子ども映写会　21日㈯ 14:00～
■にこにこたいむ（ふれあいあそび）　毎週火曜日 11:00～
　手遊びやふれあい遊び、読み聞かせ、パネルシアターな
ど　※０～３歳頃のお子さん・保護者対象
■工作コーナー　毎週土・日曜日 10:00～、13:00～
　こいのぼりをつくろう！　※21日㈯まで
　オリジナル読書手帳をつくろう！　※23日㈪から
■本の展示コーナー　”はる”み～つけた
■作品展示　てのひらどうぶつえん　※24日㈫まで

４月
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 ５/ １ ２ ３ ４ ５

 　　は休館日　　　 は館内整理日（休館日）

４月
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 ５/ １ ２ ３ ４ ５

 　　は休館日　　　 は館内整理日（休館日）

〈
短
　
歌
〉

俳
句
・
短
歌  
個
人
や
団
体
の
投
稿

▶�正解者の中から抽選で、３人の方に次の中から希望の品をプレゼント。
下記の様式で申し込んでください。締め切りは４月 16 日㈪ 必着です。

❶キラリン革製キーホルダー（青、ピンク、黄のいずれか）
❷図書カード500円分
❸あいらぶ湯入浴券
３月号の答え
　滑川・びっくりスポット
３月号の当選者（敬称略）
　椎名あいじ（上 小 泉）
　松井　一成（下小泉町）
　萩原　光子（高　　塚）

　
　
　
滑
川
市
役
所

　
　
　「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

62 9 3 6 8 6 0 1 郵便番号
住　所
氏　名
クイズの答え
希望のプレゼント

（ご意見・ご感想）

Question
広報クイズ

児 童 館

〈開館時間〉10:00～17:00　※土･日･祝日は9:00から

平成30年度子育てサークル「おひさま」登録者募集
　５月に始まる登録制の子育てサークル「おひさま」の今年度
の参加者を４月11日㈬から募集します。※先着順
　対　象　１～２歳の未就園児・保護者（20組程度）
　申込み　児童館にある申込書に必要事項を記入して提出
平成30年度「土曜子ども教室」登録者募集（→14P）
４月の催し　※申込みは先着順で定員に達し次第締切
■親子でピザ作り～児童館ランチを楽しもう～ 
　具材をお好みでトッピングしたピザをピザ窯で焼きます。
　と　き　４月15日㈰10:30～12:00
　参加費　１人200円　※申込不要
■伝承料理・よもぎ団子を作ろう
　と　き　４月28日㈯10:30～12:00
　対　象　幼児・児童20人
■あつまれチルドレン
　ゴールデンウィークの間、日替わりでイベントを行います。
　と　き　５月３日㈷～６日㈰14:00～15:30
　対　象　幼児・児童20人

４月
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 ５/ １ ２ ３ ４ ５

 　　は休館日　　　 は館内整理日（休館日）

※５月２日㈬から10月末までは、18:00まで開館します。

博 物 館 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　
市
内
の
銅
像
や
顕
彰
碑
に
名

が
残
る
人
物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
８
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ　
３
階
企
画
展
示
室
１

※�

４
月
号
で
は
黒
田
義
平
を
紹

介
し
ま
す
。

■
黒く

ろ
だ田 

義ぎ
へ
い平

（
嘉
永
４
年
～
大
正
４
年
）

　
下
梅
沢
出
身
。西
加
積
村
長
、

県
議
会
議
員
、
中
新
川
郡
会
議

員
を
歴
任
し
、
教
育
の
普
及
、

道
路
改
修
や
堤
防
修
築
な
ど
の

土
木
事
業
、稲
作
の
改
良
な
ど
、

村
の
発
展
に
尽
く
し
ま
し
た
。

銅
像
は
、
太
平
洋
戦
争
時
の
金

銅
像
・
顕
彰
碑
に
見
る　

　
　
滑
川
人
物
伝　
　

属
類
回
収
令
に
よ
る
消
失
後
に

再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

滑
川
の
登
録
文
化
財
写
真
展

　
滑
川
の
歴
史
的
景
観
を
今
に

伝
え
る
国
登
録
有
形
文
化
財
の

建
物
の
外
観
や
内
部
を
写
真
パ

ネ
ル
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

と�　
き　
４
月
14
日
㈯
～
５
月

６
日
㈰

と
こ
ろ　
３
階
企
画
展
示
室
１

■
現
地
見
学
会

と　
き　
５
月
５
日
㈷
午
前

申
込
み　
博
物
館
ま
で

博
物
館
友
の
会 

総
会

内�　
容　
総
会
・
講
演
会
「
県

の
文
化
財
に
つ
い
て
」

と�　
き　
４
月
21
日
㈯
午
後
１

時
～ 

※
講
演
会
は
同
45
分
～

と
こ
ろ　
博
物
館
２
階

※�

講
演
会
は
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

■
友
の
会 

会
員
募
集
中

特�　

典　

見
学
会
・
講
演
会
・

展
覧
会
な
ど
の
案
内
、
博
物
館

だ
よ
り
や
会
報
の
配
布
な
ど

年
会
費　
１
０
０
０
円

開　
館 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休�

館
日 

４
月
２
、
９
、
16
、
23
日

☎ 475‐8001  FAX475‐9041 ☎ 475‐8180  FAX475‐8410

☎ 475‐3706  FAX475‐3706☎ 474‐9200  FAX474‐9201

　施設だよりみんなの広場

防災情報や避難所運営に関する情報をまとめ、市
がこのほど作成した２編構成の冊子の名前は？
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非
常
事
態
に
備
え

 
高
い
防
衛
意
識
を

弾道ミサイル・核… 緊張高まる国際情勢

　
「
民
間
防
衛
」（civil defense

）
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で

す
か
？　
戦
争
な
ど
の
非
常
事
態
に
際
し
、
民
間
人
が
自
ら
の

身
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、
防
災
物
資
の
備

蓄
や
避
難
方
法
の
把
握
な
ど
、
平
時
か
ら
国
民
一
人
ひ
と
り
が

最
悪
を
想
定
し
て
準
備
を
重
ね
、
有
事
の
際
に
身
を
守
る
た
め

の
適
切
な
行
動
を
取
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
も
の
で
す
。

　
わ
が
国
で
は
「
国
民
保
護
」
と
い
う
言
葉
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
民
間
防
衛
の
制
度
的
側
面
に
着
目
し
た
も
の
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。
一
方
、
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
・

核
実
験
問
題
な
ど
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
は
緊
迫
の

度
合
い
を
増
し
て
い
ま
す
。「
国
民
の
安
全
は
自
衛
隊
に
任
せ

て
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、

「
何
か
あ
っ
た
時
に
は
ま
ず
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
意
識
が
必
要
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
２
月
24
日
の
国
民
保
護
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
滑
川
市

を
振
り
返
り
、
自
己
防
衛
意
識
を
高
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
常
時
に
お
け
る
防
災
対
策
な
ど

の
「
防
災
情
報
」
と
、
災
害
発
生
後

の
「
避
難
所
運
営
」
を
掲
載
し
た
２

編
構
成
の
「
防
災
情
報
・
避
難
所
運

営
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

市
指
定
避
難
所
に
備
え
付
け
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
各
自
主
防
災
会

に
よ
る
防
災
訓
練
や
避
難
所
運
営
の

際
な
ど
に
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
防
災
情
報

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い

る
防
災
情
報
を
ま
と
め
た
内
容

●
避
難
所
運
営

　

平
成
22
年
実
施
の
県
総
合
防
災
訓

練
に
合
わ
せ
て
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
更
新

　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　

こ
の
ほ
か
、
県
が
改
め
て
実
施
し

た
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
を
想
定
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
調
査
の
結
果

が
、
平
成
29
年
２
月
に
公
表
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
を
反
映
し
た

改
訂
版
の
「
滑
川
市
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
広
報
４
月
号
と
一
緒
に

全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
総
務
課
（
内
線
２
１
４
）

「��
防
災
情
報
・
避
難
所
運
営
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

を
作
成
し
ま
し
た

参考文献
「�民間防衛ーあらゆる危険から
身をまもる」（スイス政府編）

市内での同時爆破テロを想定し、国・県・市
が共同で実施した国民保護共同図上訓練
　　　　　　（昨年10月 30日、市役所本館）

　ユーラシア大陸沿岸に対し、日本の
重心が富山県沖の日本海にあると示す
「逆さ地図」。近隣諸国との交流拡大に
伴い、県が作成したこの地図は「わが
国との領土問題、拉致問題、弾道ミサ
イル・核実験問題を抱える国々とも距
離的に近いことを示しています」。（県
防災・危機管理課の福山主幹）
▼

▲
「有事の際、『保護される人』
ばかりでは何も対応できな
い。自分や家族、まちを守
るには万一の際、各自がど
う反応し、動けるかが大切」
と述べ、市民の防災・自己
防衛意識の大切さを訴える
上田市長。

北朝鮮の弾道ミサイル・核
実験の進展など、日本を取
り巻く国際情勢が緊迫化す
る中、県などが実施してい
る国民保護訓練がますます
重要性を増していると説明
する県防災・危機管理課の
福山主幹。
▼

▲
全国９万以上の避難施設の
うち、地下への避難が可能
な施設が０．７％（平成29
年４月１日現在）にとどま
っていることから、各自治
体に整備を呼びかける消防
庁国民保護室の大塚室長。

　

国
民
保
護
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
滑
川
市

は
２
月
24
日
、
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
約
１
５
０

人
の
方
が
、
消
防
庁
や
県
の
国
民
保

護
・
防
災
危
機
管
理
の
担
当
者
、
元
・

自
衛
隊
幹
部
の
講
演
を
通
じ
、
防
災・

自
己
防
衛
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
・
核
実
験
問
題

な
ど
を
巡
る
北
朝
鮮
情
勢
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
30
日
に
、
国
・
県
・
市

が
共
同
で
実
施
し
た
国
民
保
護
共
同

図
上
訓
練
の
関
連
事
業
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
上
田
市
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
県
防
災
・
危
機
管
理
課

の
福
山
達
也
主
幹
が
県
内
に
お
け
る

国
民
保
護
共
同
図
上
訓
練
等
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
、
消
防
庁
国
民
保
護

室
の
大
塚
大
輔
室
長
が
地
方
に
お

け
る
国
民
保
護
対
策
の
現
状
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
。
元
海
上
自
衛

隊
自
衛
艦
隊
司
令
官 
海
将
の
香
田
洋

二
さ
ん
が
「
北
朝
鮮
情
勢
の
読
み
方
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

近くの建物の中か 
地下に避難。

メッセージが流れたら

弾道ミサイル落下時の
行動について

弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに到達する可能
性もあります。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、国
からの緊急情報を瞬時に伝える「Jアラート」を活用して、防災行政
無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報
メール等により緊急情報をお知らせします。

首相官邸 
ホームページ

Twitterアカウント 
首相官邸災害・危機管理情報 

@Kantei_Saigaiwww.kantei.go.jp/

❶速やかな避難行動
❷正確かつ迅速な情報収集

国民保護ポータルサイト

行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/
hogo_manual.html

武力攻撃やテロなどから身を守るために

ミサイル落下時には、こちらから政府の対応状況をご覧になれます

事前に確認しておきましょう。

物陰に身を隠すか、 
地面に伏せて頭部を守る。

窓から離れるか、 
窓のない部屋に移動する。

屋外に 
いる場合

建物が 
ない場合

屋内に 
いる場合

落ち着いて、直ちに行動してください。

近くに 
ミサイル 

落下！

●屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現場から 
直ちに離れ、密閉性の高い屋内または風上へ避難する。
●屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、目張りをし
て室内を密閉する。

(注) できれば頑丈な建物が望ましいものの、近くになければ、              
      それ以外の建物でも構いません。

Jアラート  (例)直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物の
中、又は地下に避難してください。ミサイルが落下する 
ものとみられます。直ちに避難してください。

▲弾道ミサイル落下時に取るべき行動を説明する政府広報 ※詳細は首相官邸ＨＰを確認▲講演する香田さん

　

香
田
さ
ん
は
、
北
朝
鮮
を
巡
る
国

内
外
の
最
近
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
や
外

国
政
府
の
発
表
資
料
な
ど
を
読
み
解

い
て
総
合
し
、「
北
朝
鮮
は
平
昌
冬

季
五
輪
を
通
じ
、
南
北
融
和
を
演
出

し
て
い
る
が
、
時
間
稼
ぎ
に
過
ぎ
ず
、

着
々
と
弾
道
ミ
サ
イ
ル
・
核
兵
器
の

開
発
を
進
め
て
い
る
」
と
指
摘
。「
ま

だ
実
戦
配
備
の
段
階
で
は
な
い
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
ず
れ
核
兵
器
の
保

有
に
至
る
。
核
軍
事
力
を
背
景
と
し

た
わ
が
国
へ
の
恫
喝
や
、
野
心
的
な

国
々
へ
の
連
鎖
的
な
核
拡
散
が
現
実

に
起
こ
り
う
る
」
と
危
機
感
を
示
し
、

国
際
社
会
と
連
携
し
た
働
き
掛
け
や

国
防
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
が
示
す
避
難
行
動
や

国
・
自
治
体
の
国
民
保
護
訓
練
に
つ

い
て
「『
今
の
時
代
、
こ
ん
な
初
歩

的
な
も
の
で
助
か
る
の
か
？
』
と
馬

鹿
に
し
て
は
い
け
な
い
。
確
か
に
初

歩
的
で
、
全
員
が
必
ず
助
か
る
も
の

で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
備
え
な
け

れ
ば
助
か
ら
な
い
」
と
し
、
有
事
の

際
、
身
を
守
る
た
め
の
的
確
な
行
動

を
取
る
た
め
に
、
訓
練
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

「
初
歩
的
」
と
軽
ん
じ
る
な

　

 　
政
府
が
示
す
避
難
行
動
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まちのうごきまちのうごき まちのうごきまちのうごき　

平
成
29
年
度
の
元
気
と
や
ま
ス

ポ
ー
ツ
賞
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、

市
内
か
ら
は
、
滑
川
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス

リ
ン
グ
チ
ー
ム
の
清
水
大
輔
さ
ん

（
早
月
中
３
年
※
学
年
は
当
時
）、
滑

川
弓
道
会
（
会
長
・
髙
橋
芳
邦
さ
ん
）

が
賞
を
受
け
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
、
全
国
大
会
で
の
準

優
勝
や
北
信
越
大
会
で
の
優
勝
、
滑

川
弓
道
会
は
、
昭
和
33
年
の
創
立
以

来
、
数
多
く
の
優
秀
な
選
手
を
輩
出

し
、
競
技
の
普
及
発
展
に
尽
力
し
て

き
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
と
髙
橋
会
長
は
２
月
16

日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
上
田
市
長
に

ま
す
ま
す
の
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

１
個
人
・
１
団
体
が
受
賞

　 
元
気
と
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
２
月
に
都
内
で
全
国
40
グ
ル
ー
プ

が
参
加
し
て
開
か
れ
た
シ
ニ
ア
コ
ー

ラ
ス
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
日
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
協
会
・
東
京
都
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
）
で
、
福
寿
大

学
合
唱
サ
ー
ク
ル
が
ス
マ
イ
ル
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
出
場
は
平
成
27
年
以

来
２
回
目
で
、
今
回
の
賞
は
前
回
受

け
た
特
別
賞
よ
り
上
位
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
24
人
が
出
場
し
「
ほ
た
る

い
か
の
歌
」
な
ど
富
山
ゆ
か
り
の
２

曲
を
観
光
Ｐ
Ｒ
用
の
法
被
姿
で
披

露
。
２
月
16
日
に
は
指
導
者
の
石
川

操
さ
ん
＝
本
市
出
身
＝
と
メ
ン
バ
ー

の
河
崎
暢
子
さ
ん
＝
上
小
泉
＝
ら
が

上
田
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

都
内
の
大
会
で
入
賞

　 

福
寿
大
学
合
唱
サ
ー
ク
ル

　

滑
川
高
校
海
洋
科
の
生
徒
で
つ
く

る
「
海
洋
ク
ラ
ブ
」
が
２
月
20
日
、

市
役
所
で
上
田
市
長
ら
に
今
年
度
の

活
動
成
果
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
海
岸
漂
着
物
の
調
査

や
ア
マ
モ
の
植
栽
・
種
ま
き
な
ど
を

通
じ
、
海
の
環
境
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
昨
年
12
月
の
全
国
水

産
・
海
洋
高
等
学
校
生
徒
研
究
発
表

大
会
で
奨
励
賞
を
受
け
た
「
地
域
水

産
業
に
貢
献
す
る
た
め
の
藻
場
調
査

用
海
洋
観
測
機
器
の
研
究
」
を
発
表

し
、
藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
も
活

用
で
き
る
自
作
の
遠
隔
操
作
型
の
無

人
潜
水
機
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

活
動
成
果
を
市
長
に
報
告

　 

滑
川
高
「
海
洋
ク
ラ
ブ
」

　
２
月
４
日
投
開
票
の
市
長
選
挙
で

３
選
を
果
た
し
た
上
田
市
長
が
２
月

23
日
、
初
登
庁
し
、
市
庁
舎
玄
関
前

で
大
勢
の
市
民
ら
に
拍
手
で
出
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
新
た
な
任
期
は
２
０

２
２
年
２
月
22
日
ま
で
で
す
。

　

初
登
庁
後
に
臨
ん
だ
職
員
訓
示
で

は
、「
市
の
財
政
は
極
め
て
健
全
に

運
営
さ
れ
て
い
る
。
職
員
一
人
ひ
と

り
が
市
に
自
信
を
持
ち
、
市
民
と
協

働
の
市
政
の
推
進
に
協
力
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
。
３
Ｓ
（
ス
マ
イ
ル
・

ス
ピ
ー
ド
・
親
切
）
サ
ー
ビ
ス
な
ど

仕
事
の
基
本
の

徹
底
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

３
選
の
上
田
市
長
が
初
登
庁

   「
市
民
と
協
働
の
市
政
を
」

　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
１
階
か
ら
５
階

ま
で
の
吹
き
抜
け
部
分
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
「
ほ
た
る
い
か
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が
こ
の
ほ
ど
更
新
さ

れ
、
幻
想
的
な
青
白
い
光
の
電
飾
が

来
館
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

電
飾
は
滑
川
有
恒
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
Ｌ
Ｃ
）
が
同
Ｌ
Ｃ
の
40
周
年

を
記
念
し
て
取
り
付
け
て
い
た
も

の
。
今
回
は
50
周
年
を
記
念
し
、
ホ

タ
ル
イ
カ
漁
の
網
状
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
を
約
３
万
個
取
り
付
け
ま
し
た
。

　
２
月
27
日
に
は
同
Ｌ
Ｃ
の
中
屋
会

長
、
50
周
年
記
念
実
行
委
員
会
の
千

保
委
員
長
が
上
田
市
長
を
招
き
、
点

灯
式
を
行
い
ま
し
た
。

交
流
プ
ラ
ザ
の
電
飾
を
更
新

　 

　
　
　
　
滑
川
有
恒
Ｌ
Ｃ

　

富
山
湾
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
風

物
詩
・
滑
川
市
沖
の
ホ
タ
ル
イ
カ
漁

が
３
月
１
日
に
解
禁
さ
れ
、
漁
業
関

係
者
が
今
季
の
豊
漁
を
祈
っ
て
出
港

し
ま
し
た
。

　

滑
川
春
網
定
置
漁
業
組
合
の
漁
船

６
隻
が
、
２
隻
１
班
の
３
班
体
制
で

午
前
３
時
半
頃
、
沖
合
約
１
～
２
ｋ

ｍ
に
仕
掛
け
た
定
置
網
４
カ
所
に
向

か
っ
て
出
港
。
６
ｋ
ｇ
を
水
揚
げ
し

ま
し
た
。
低
気
圧
や
雨
な
ど
が
影
響

し
、
昨
年
の
８
・
４
ｋ
ｇ
を
下
回
り

ま
し
た
。
同
組
合
で
は
徐
々
に
定
置

網
の
数
を
増
や
し
、
最
終
的
に
は
11

カ
所
に
設
置
し
て
漁
を
行
い
ま
す
。

漁
は
６
月
頃
ま
で
続
く
予
定
で
す
。

富
山
湾
に
春
の
使
者

　 

　
　
ホ
タ
ル
イ
カ
漁
解
禁

　
科
学
研
究
に
取
り
組
む
県
内
の
小・

中
学
生
を
た
た
え
る
「
ジ
ュ
ニ
ア
科

学
賞
・
と
や
ま
」（
富
山
市
・
富
山

市
教
育
委
員
会
主
催
）
の
平
成
29
年

度
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
市
内
か

ら
は
氷
見
優
佳
さ
ん
（
寺
家
小
６
年

※
学
年
は
当
時
）
が
、
剱
岳
に
か
か

る
雲
と
天
気
の
関
係
に
関
す
る
研
究

で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
研
究
は
、
写
真
や
気
圧・気
象
デ
ー

タ
な
ど
を
４
年
間
と
り
た
め
「
剱
岳

に
吊
し
雲
が
か
か
る
と
天
気
が
悪
く

な
る
」
と
の
伝
承
を
実
証
し
た
も
の
。

氷
見
さ
ん
は
３
月
６
日
、
西
元
校
長

と
と
も
に
市
役
所
を
訪
れ
、
上
田
市

長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

天
気
の
研
究
で
科
学
賞

　 

寺
家
小
の
氷
見
優
佳
さ
ん

　
な
め
り
か
わ
地
産
地
消
推
進
の
店・

団
体
認
定
証
交
付
式
は
３
月
６
日
、

市
役
所
で
行
わ
れ
、
市
内
で
生
産
さ

れ
る
特
産
物
や
そ
の
加
工
品
な
ど
を

積
極
的
に
扱
い
、
市
内
外
へ
の
発
信

に
努
め
て
い
る
店
と
し
て
、
新
た
に
、

焼
菓
子
工
房
ぺ
パ
ン
（
高
月
町
）
を

認
定
し
ま
し
た
。

　

同
店
は
滑
川
産
の
米
粉
を
使
っ
た

ク
ッ
キ
ー
や
パ
ン
を
製
造
・
販
売
し

て
い
ま
す
。
上
田
市
長
が
店
主
の
髙

橋
玲
子
さ
ん
に
県
産
の
ス
ギ
材
で

作
っ
た
認
定
証
を
手
渡
し
、「
滑
川

の
米
粉
を
使
っ
て
幸
せ
の
種
を
さ
ら

に
ま
い
て
く
だ
さ
い
」
と
、
フ
ラ
ン

ス
語
で
種
を
意
味
す
る
店
の
名
前
に

結
び
付
け
て
激
励
し
ま
し
た
。
認
定

さ
れ
た
団
体

は
今
回
で
４

店
７
団
体
と

な
り
ま
し
た
。

高
月
町
の
ぺ
パ
ン
を
認
定

  
地
産
地
消
推
進
の
店
・
団
体

　

平
成
30
年
度
に
市
内
か
ら
自
衛
隊

に
入
隊
す
る
岩
滝
崇
嗣
さ
ん
＝
上
小

泉
＝
が
市
役
所
を
訪
れ
、
上
田
市
長

ら
関
係
者
か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

上
田
市
長
は
、
国
際
情
勢
が
緊
迫

し
、
防
衛
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
と
し
た
う
え
で
「
国
土

を
守
る
重
要
な
仕
事
を
進
路
に
選
ば

れ
た
。
市
民
み
ん
な
が
応
援
し
て
い

る
」
と
激
励
。
滑
川
市
自
衛
隊
家
族

会
の
赤
松
会
長
、
自
衛
隊
富
山
地
方

協
力
本
部
の
木
村
副
本
部
長
が
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

岩
滝
さ
ん
は
自
衛
官
候
補
生
と
し

て
、
陸
上
自
衛
隊
金
沢
駐
屯
地
に
配

属
さ
れ
ま
す
。

自
衛
隊
入
隊
で
激
励

 

　
上
小
泉
の
岩
滝
崇
嗣
さ
ん

　

第
３
回
滑
川
そ
ば
ま
つ
り
は
２
月

25
日
、
ほ
た
る
い
か
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

前
特
設
会
場
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
来

場
者
が
、
滑
川
産
の
そ
ば
を
使
用
し

た
多
彩
な
グ
ル
メ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
そ
ば
を

Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
滑
川
産
の
そ

ば
粉
を
使
っ
た
温
か
い
そ
ば
を
求
め

て
長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ば

ぜ
ん
ざ
い
や
そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど

の
そ
ば
グ
ル
メ
も
売
ら
れ
た
ほ
か
、

滑
川
産
の
大
豆

や
、
大
豆
を
使
っ

た
呉
汁
な
ど
が

無
料
配
布
さ
れ

ま
し
た
。

滑
川
産
の
そ
ば
グ
ル
メ
に
列

   

　
　
第
３
回
そ
ば
ま
つ
り

◀販売されたそば
　そば打ちの実演▶

スマートフォン向けアプリで広報なめりかわのＡＲ動画を視
聴できます。詳しくは右記のＱＲコードからご確認ください。
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あなたと市政を結ぶ「広報なめりかわ」は、
リサイクル推進のため再生紙を使用しています。

　スマートフォン向けアプリ「マチイロ」で、いつでも気軽に広報の
誌面を閲覧できます。詳しくは上記のＱＲコードからご確認ください。

マ イ 広 報 紙
全国の市区町村の広報をパソコンやスマホで

　パソコンやスマートフォンで、本市をはじめ全国の自治体の広報を
気軽に閲覧できるウェブサイトです。面白いと思った記事をSNSで
シェアできます。詳しくは上記のＱＲコードからご確認ください。

観光遊覧船「キラリン」に乗って、
富山湾から立山連峰を楽しみませんか !!
定　員　40人
料　金　大人　　　 1,200円
　　　　小・中学生 600円
　　　　※未就学児は無料（ただし保護者の同伴必要、３歳未満は乗船不可）
その他　�出航時間や予約状況など、詳しくはWAVE滑川のホーム

ページをご覧ください。ご要望に応じ貸切運航も実施しま
すのでご相談ください。

  ick upP NEWS

ピッカっぷ  にゅ～す 来館者 10 万人達成
児童館  開館１年10カ月で

　問合せ先　ＷＡＶＥ滑川　☎ 476-9307

富山湾岸クルージング
４月 28 日㈯ ～ 11 月 30 日㈮

　児童館はおかげさまで開館２周年を待たずに来館者
が10万人に達しました。カラフルな外観が目を引き、
滑川市のスギ材をふんだんに使った館内の遊び場は、
木の優しさや温もりが感じられ、子どもたちが口々に
「また来たい！」と言ってくれる施設となっています。
「いつ訪れても何か楽しいことがある児童館」を目標
に年間数多くのイベントを実施しており、平成29年

ホタルイカとナバナ 　　   の
ペペロンチーノ
　市特産のホタルイカの季節と
なりました。そのうま味とナバ
ナのほろ苦さを楽しめる春の一
品をぜひお試しください。
（市民健康センター管理栄養士）

材料（４人分）
スパゲティ…………400g
ナバナ …………… 200g
タマネギ…………中１/2個
ニンニク ………………１片
ボイルホタルイカ …160g
オリーブ油……大さじ２強
唐辛子………………１/2本
塩………………小さじ2/3
こしょう………………少々

1人分528kcal

① タマネギは薄切り、ニンニクはみ
じん切りにし、ボイルホタルイカ
はさっとゆでて温めておく。

② オリーブ油とニンニク、唐辛子を
入れたフライパンを熱し、香りが
出たらタマネギを炒める。

③ スパゲティをゆでる。食べやすく
切ったナバナをゆであがる直前に
入れ、同時にゆであげる。

④ ②に③を入れ、塩、こしょうで味
を調え、最後にボイルホタルイカ
を加え、混ぜ合わせる。

作り方　

（菜花）

　
児
童
館
の
来
館
者
数
が
２
月

25
日
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
10

カ
月
で
10
万
人
に
達
し
、
関
係

者
や
来
館
者
が
節
目
を
祝
い
、

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
10
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
両

親
・
弟
と
一
緒
に
訪
れ
た
桶
川

直
道
さ
ん
（
寺
家
小
２
年
※
学

年
は
当
時
）。10
万
人
目
に
な
っ

た
こ
と
を
職
員
か
ら
告
げ
ら
れ

る
と
、び
っ
く
り
し
つ
つ
も「
こ

れ
か
ら
も
遊
び
に
来
た
い
」
と

  

節
目
の
来
館
者
は

　
寺
家
小
の
桶
川
直
道
さ
ん
笑
み
を
見
せ
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
桶
川
さ

ん
、
上
田
市
長
、
砂
田
館
長
が

く
す
玉
の
風
船
を
割
り
、
上
田

市
長
か
ら
桶
川
さ
ん
に
記
念
品

を
贈
呈
。
上
田
市
長
が
「
こ
れ

か
ら
も
児
童
館
を
た
く
さ
ん
利

用
し
て
、
楽
し
く
遊
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

度は特に段ボールを使ったイベントをたくさん企画し、
ご好評をいただきました。食育にも力を入れ、「児童館
父親の会」などのご協力のもと、ピザ窯を作り、子ども
農園で収穫した野菜を使ったイベントも実施しました。
　利用者の「こんなことをしてみたい！」という声を大
切に、地域の皆さんの力もお借りしながら、子育て支援
の拠点施設として、子どもたちを元気にしていきます。

※�毎週火曜日は運休

●ホタルイカ（ボイルや天ぷら）・海洋深層水グルメなどのテント村
●各種コンテスト
　ホタルイカすくい、ホタルイカ目玉とばし、滑川名物大食いコンテスト
●ホタルイカ音頭の三味線演奏、ホタルイカ音頭踊りなど
※イベント内容は変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

　問合せ先　WAVE 滑川　☎ 476-9300

ところ　ほたるいかミュージアム中央広場周辺

春のホタルイカ祭り
　　　　 2018 in 滑川

４月 28 日㈯ 9:00 ～ 15:00

砂田館長からのごあいさつ

食育コーナー

編集後記
へんしゅうこうき

　　　　　　　「『広報なめりかわ』の取材・編集を担当している
からにはホタルイカが青白く光る定置網漁の様子を写真に収めた
い」。そう願いながらはや２年。ようやく撮影に成功し、今月号の
表紙でご紹介することができました。お忙しい中撮影にご協力く
ださった滑川春網定置漁業組合の方々、本当にありがとうござい
ました。この場をお借りしてあらためて御礼を申し上げます。（Ｎ）


